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　 大空の競演�
揚
っ
た
！�

　
日
本
海
を
一
望
す
る
内
灘
海
岸
を

舞
台
と
し
、
第
十
三
回
内
灘
町
世
界

の
凧
の
祭
典
２
０
０
１
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
元
年
に
始
ま
っ
た
本

イ
ベ
ン
ト
も
は
や
第
十
三
回
。
回
を

重
ね
る
ご
と
に
華
や
か
さ
、
壮
大
さ

を
増
す
凧
の
祭
典
は
、
名
実
と
も
に

内
灘
を
世
界
に
向
け
発
信
す
る
一
大

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
ま

い
り
ま
し
た
。�

　
今
年
も
地
元
内
灘
町
は
も
ち
ろ
ん
、

全
国
各
地
、
さ
ら
に
は
世
界
各
国
か

ら
多
数
の
「
凧
キ
チ
」
が
こ
の
内
灘

海
岸
に
集
結
し
ま
し
た
。
各
地
の
伝

統
凧
か
ら
個
性
豊
か
な
創
作
凧
、
ス

ポ
ー
ツ
カ
イ
ト
。
自
慢
の
凧
を
携
え

る
参
加
者
の
中
に
は
す
で
に
顔
見
知

り
も
多
く
、
内
灘
の
凧
が
つ
な
ぐ
出

会
い
、
再
会
に
心
震
わ
せ
な
が
ら
、

�
　　世界の凧の祭典2001
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◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

世
界
の
凧
の
祭
典

◇
第
23
回
日
本
の
凧
の
会
国
際
凧
揚
げ
大
会
＆

第
13
回
日
本
海
凧
揚
げ
大
会
の
部

優
　
勝

内
灘
凧
倶
楽
部
　
浜
風

第
２
位

徳
島
凧
の
会

第
３
位

小
口
　
峯
一
さ
ん

◇
内
灘
凧
コ
ン
テ
ス
ト
の
部

優
　
勝

向
粟
崎
公
民
館

第
２
位

室
公
民
館

第
３
位

鶴
ヶ
丘
西
公
民
館

◇
子
ど
も
凧
コ
ン
テ
ス
ト
の
部
（
チ
ー
ム
部
門
）

優
　
勝

向
粟
崎
小
学
校

第
２
位

鶴
ヶ
丘
小
学
校

第
３
位

富
山
県
大
門
小
学
校

◇
第
10
回
ス
ポ
ー
ツ
カ
イ
ト
日
本
海
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
部

【
チ
ー
ム
バ
レ
エ
】

優
　
勝

チ
ー
ム
ス
ピ
ー
ド
（
大
阪
府
）

第
２
位

サ
ン
ダ
ー
ボ
ル
ト
（
愛
知
県
）

第
３
位

酔
天
狗
（
石
川
県
）

【
デ
ュ
ア
ル
ラ
イ
ン
個
人
バ
レ
エ
】

優
　
勝

鈴
木
　
　
明
さ
ん
（
東
京
都
）

第
２
位

山
田
　
修
史
さ
ん
（
石
川
県
）

第
３
位

宮
本
　
明
仁
さ
ん
（
愛
知
県
）

【
ペ
ア
バ
レ
エ
】

優
　
勝

デ
ィ
ー
エ
ヌ
エ
ー
（
石
川
県
）

第
２
位

ミ
ッ
ク
ス
（
石
川
県
）

第
３
位

ビ
エ
ン
ト
（
愛
知
県
）

○
特
別
賞

内
灘
町
長
賞

向
陽
台
公
民
館
、
緑
台
公
民
館

A
K
A
賞

新
潟
鳥
凧
の
会
　
高
橋
　
成
治
さ
ん

日
本
の
凧
の
会
会
長
賞

越
中
だ
い
も
ん
凧
の
会
（
富
山
県
）

日
本
の
凧
の
会
賞

三
条
大
凧
愛
好
会
（
新
潟
県
）

石
川
テ
レ
ビ
賞

丹
沢
凧
の
会
、
夢
遊
凧
の
会

日
本
海
内
灘
砂
丘
凧
の
会
会
長
賞

駒

内
灘
町
世
界
の
凧
の
祭
典
二
〇
〇
一

成
績
結
果

第13回



鮮やかなる　舞
っ
た
！�

見
る
も
鮮
や
か
な
大
空
の
競
演
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。�

　
町
内
各
校
、
各
町
会
、
ま
た
は
町

内
の
企
業
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
の

日
の
た
め
に
暖
め
て
き
た
凧
が
舞
い

踊
る
大
空
。
そ
の
中
に
今
年
度
の
目

玉
、
「
大
凧
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
大
凧

も
見
事
舞
い
揚
が
り
、
大
名
行
列
凧
、

町
政
四
十
周
年
記
念
凧
ら
と
共
に
祭

典
ら
し
い
彩
り
を
添
え
ま
し
た
。�

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
今
年
の
凧
の

祭
典
。
老
若
男
女
、
家
族
連
れ
、
と

実
に
多
く
の
見
物
客
が
内
灘
海
岸
を

訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
心
踊
る
一
日
を

満
喫
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。�

  第13回　内灘町　
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◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

世
界
の
凧
の
祭
典

内
灘
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

大
根
布
公
民
館

◇
六
角
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞

優
　
勝

木
村
　
矢
三
さ
ん
（
広
島
県
）

濱
中
　
慶
久
さ
ん
（
大
阪
府
）

◇
子
ど
も
凧
大
会
賞

【
内
灘
凧
名
人
賞
】

安
田
　
尚
矢
さ
ん
（
鶴
ヶ
丘
小
１
年
）

山
口
　
ま
お
さ
ん
（
向
粟
崎
小
３
年
）

望
月
　
　
遥
さ
ん
（
鶴
ヶ
丘
小
３
年
）

普
和
　
宏
仁
さ
ん
（
金
沢
木
越
保
育
所
）

【
内
灘
凧
博
士
賞
】

山
崎
　
　
優
さ
ん
（
鶴
ヶ
丘
東
保
育
所
）

久
木
　
敦
子
さ
ん
（
金
沢
不
動
寺
小
）

北
川
　
莉
帆
さ
ん
（
大
根
布
小
４
年
）

浜
田
　
昌
吾
さ
ん
（
向
粟
崎
小
２
年
）

【
内
灘
凧
ド
リ
ー
ム
カ
イ
ト
賞
】

横
谷
　
広
輝
さ
ん
（
大
根
布
小
５
年
）

大
谷
宗
一
朗
さ
ん
（
大
根
布
小
５
年
）

三
谷
　
彩
加
さ
ん
（
誠
美
幼
稚
園
）

高
尾
　
知
矢
さ
ん
（
木
曳
野
小
６
年
）

南
部
　
夏
実
さ
ん
（
木
越
保
育
所
）

◇
世
界
ミ
ニ
凧
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

【
世
界
最
小
の
部
門
】

渡
辺
　
親
悟
さ
ん
（
愛
知
県
）

【
美
的
な
部
門
】

江
藤
　
英
涛
さ
ん
（
福
岡
県
）

佐
藤
　
昌
明
さ
ん
（
愛
知
県
）

藤
枝
　
　
泉
さ
ん
（
京
都
府
）

【
飛
翔
部
門
】

チ
ャ
ー
リ
ー
・
ス
ト
イ
ッ
チ
さ
ん

（
ア
メ
リ
カ
）

佐
藤
　
昌
明
さ
ん
（
愛
知
県
）

梅
谷
　
利
治
さ
ん
（
北
海
道
）

【
独
創
賞
】

藤
枝
　
　
泉
さ
ん
（
京
都
府
）

【
技
能
賞
】

佐
藤
　
昌
明
さ
ん
（
愛
知
県
）

【
特
別
賞
】

小
川
　
　
勲
さ
ん
（
神
奈
川
県
）

中
根
　
許
雄
さ
ん
（
愛
知
県
）

辻
　
　
清
之
さ
ん
（
京
都
府
）



2001.6.5.（4）

財
政
状
況
の
公
表

財財財財
政政政政
状状状状
況況況況
のののの
公公公公
表表表表

町
の
財
政
が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
毎
年
六
月
と
十
二
月

の
二
回
に
わ
た
っ
て
財
政
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
十
二
年
度
下
半
期

の
収
入
・
支
出
の
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

こ
の
財
政
状
況
の
収
入
額
及
び
支

出
額
は
平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日

現
在
の
も
の
で
す
。
企
業
会
計
を
除

い
た
各
会
計
の
出
納
閉
鎖
は
五
月
三

十
一
日
で
あ
り
、
そ
の
後
に
お
い
て

決
算
が
行
わ
れ
ま
す
。

平成12年度の下半期の
財政状況をお知らせします。
内灘町長　岩本秀雄

科　　目� 収入済額� 支出済額�予算額�

1 . 町税� 2,368,160�

84,937�

151,673�

206,316�

955�

60,920�

110,730�

2,774,050�

6,000�

198,019�

126,062�

363,950�

295,031�

54,092�

88�

293,259�

153,353�

557,552�

1,225,200�

9,030,347

2,291,604�

84,937�

151,673�

206,316�

955�

60,920�

110,730�

2,774,050�

6,172�

195,670�

118,736�

311,146�

208,421�

54,091�

161�

293,259�

153,353�

532,382�

279,500�

7,834,076

2 . 地方譲与税�

3 . 利子割交付金�

4 . 地方消費税交付金�

5 . 特別地方消費税交付金�

6 . 自動車取得税交付金�

7 . 地方特例交付金�

8 . 地方交付税�

9 . 交通安全対策特別交付金�

10. 分担金及び負担金�

11. 使用料及び手数料�

12. 国庫支出金�

13. 県支出金�

14. 財産収入�

15. 寄附金�

16. 繰入金�

17. 繰越金 

18. 諸収入�

19. 町債�

歳入合計�

科　　目� 予算額�

1 . 議会費� 139,982�

887,406�

1,561,077�

513,388�

133,896�

209,293�

180,913�

2,695,520�

269,106�

1,263,108�

1�

806,892�

367,729�

2,036�

9,030,347

138,512�

785,836�

1,488,537�

493,466�

133,465�

172,953�

177,916�

1,738,154�

238,565�

1,170,443�

0�

577,410�

367,728�

0�

7,482,985

2 . 総務費�

3 . 民生費�

4 . 衛生費�

5 . 労働費�

6 . 農林水産業費�

7 . 商工費�

8 . 土木費�

9 . 消防費�

10. 教育費�

11. 災害復旧費�

12. 公債費�

13. 諸支出金�

14. 予備費�

歳出合計�

歳　　入� （単位：千円) 歳　　出� （単位：千円）�

一般会計の予算執行状況�（平成13.3.31現在）�

予
算
用
語
解
説

予
算
と
い
う
の
は
一
年
間
に
ど
れ
だ
け
収
入
が
あ
り
、
そ
れ
を

ど
う
使
う
か
計
画
を
立
て
た
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
例

え
る
と
、
ご
主
人
や
奥
さ
ん
が
働
い
て
得
た
お
金
が
歳
入
で
、
お

子
さ
ん
の
教
育
費
や
家
の
ロ
ー
ン
、
食
費
に
光
熱
費
な
ど
の
出
費

が
歳
出
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
予
算
は
も
ち
ろ
ん
町
長
や
町

の
職
員
が
勝
手
に
決
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
町
議
会
の

議
決
を
受
け
て
の
執
行
と
な
り
ま
す
。
町
の
予
算
は
本
来
一
本
立

て
で
あ
る
こ
と
が
好
ま
し
い
の
で
す
が
、
経
理
を
わ
か
り
や
す
く

す
る
た
め
に
次
の
二
つ
の
会
計
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
一
般
会
計
】

町
が
行
政
を
運
営
し
て
い
く
た
め
の
基
本
的
、
普
遍
的
な
経
費

で
す
。
町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
が
主
財
源
と
し
て
構
成
さ
れ
、

予
算
の
本
体
と
な
る
会
計
で
す
。

【
特
別
会
計
】

町
が
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
そ
の
特
定
の
歳
入
を
歳
出
に

充
て
、
一
般
会
計
と
経
理
を
区
別
す
る
た
め
、
法
律
や
条
例
に

基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
会
計
で
す
。
公
共
下
水
道
事
業
、
霊
園

事
業
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、

介
護
保
険
な
ど
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

◆
歳
入
科
目

◎
町
税

法
律
に
基
づ
い
て
町
民
の
皆
さ
ん
や
町
内
に
事
業
所
を
持
つ
法
人

な
ど
に
納
め
て
頂
く
税
金
で
す
。
現
在
、
町
民
税
・
固
定
資
産

税
・
軽
自
動
車
税
・
町
た
ば
こ
税
、
特
別
土
地
保
有
税
、
入
湯

税
・
都
市
計
画
税
の
税
目
が
あ
り
ま
す
。

◎
地
方
譲
与
税

自
動
車
重
量
税
な
ど
を
国
税
と
し
て
徴
収
し
、
地
方
公
共
団
体

に
一
律
に
（
団
体
の
財
政
状
況
に
関
係
な
く
）
面
積
・
人
口
な

ど
の
客
観
的
基
準
に
よ
っ
て
配
分
さ
れ
る
お
金
で
す
。

◎
利
子
割
交
付
金

国
民
一
人
一
人
の
預
金
利
子
の
う
ち
か
ら
２
０
％
が
分
離
課
税

と
し
て
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
１
５
％
を
国
、
道
府
県
へ

２
％
、
市
町
村
へ
３
％
配
分
さ
れ
ま
す
。

◎
地
方
消
費
税
交
付
金

消
費
税
と
し
て
都
道
府
県
が
徴
収
し
た
税
金
か
ら
定
め
ら
れ
た
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財
政
状
況
の
公
表

824,674�

125,890�

15,697�

197,924�

212,493�

212,506�

71,592�

205,332�

221,056�

14,486�

28,725�

100,355�

1,100�

10,557�

360,472�

18,285�

29,776�

6,800�

2,657,720

財政調整基金�

公用、公共用施設整備基金�

公共下水道事業整備基金�

公共用地取得事業基金�

減債基金�

義務教育施設整備基金�

高齢者福祉基金�

放水路架橋建設等基金�

土地開発基金�

児童生徒国際交流教育基金�

ふるさと農業環境保全基金�

海と砂丘文学顕彰事業基金�

国民年金印紙購入基金�

災害等対策基金�

国民健康保険事業財政調整基金�

霊園事業財政調整基金�

介護保険円滑導入基金�

介護給付費準備基金�

�

�

会 計 名 �

会 計 名 �

一般会計� 7,390,360

9,153,526公共下水道事業特別会計�

残　高�

公共下水道事業�
特 別 会 計 �

2,218,004

予算額�

1,310,360

収入済額�

1,416,048

霊 園 事 業 �
特 別 会 計 �

24,105 24,200 17,077

土地区画整理事業�
特 別 会 計 �

1,166,206 593,833 593,123

国 民 健 康 保 険 �
特 別 会 計 �

1,469,530 1,307,104 1,298,142

老 人 保 健 �
特 別 会 計 �

1,966,156 1,808,859 1,814,025

介 護 保 険 �
特 別 会 計 �

657,639 629,381 581,012

支出済額�

合　　計�

基金の状況�
（単位：千円)

（単位：千円)

（単位：千円)

（平成13.3.31現在）�

特別会計の予算執行状況�（平成13.3.31現在）�

町債（町の借金）の残高�

一時借入金の残高�

（平成13.3.31現在）�

平成13年3月31日現在　一時借入金はありません。�

※特定の目的（事業）の為の資金の積立�

�

�

区　　分�

収益的収入�

収益的支出�

資本的収入�

資本的支出�

702,391

701,622

139,330

250,180

予定額�

705,025

681,020

139,663

243,464

執行額計�

（単位：千円)
水道事業の経理�（平成13.3.31現在）�町の公有財産状況

保育所 学　校 公民館

土地 14千m2

建物 04千m2

土地 138千m2

建物 038千m2

その他

土地1,413千m2

建物1,442千m2

土地 16千m2

建物 08千m2

規
定
に
基
づ
い
て
按
分
、
市
町
村
に
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

◎
特
別
地
方
消
費
税
交
付
金

道
府
県
が
市
町
村
に
所
在
す
る
料
理
店
に
お
け
る
遊
興
飲
食
行

為
に
対
し
て
課
す
る
普
通
税
か
ら
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
以

内
で
当
該
料
理
店
等
の
所
在
す
る
市
町
村
に
交
付
さ
れ
る
お
金

で
す
（
平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
で
廃
止
さ
れ
ま
し
た
）。

◎
自
動
車
取
得
税
交
付
金

道
府
県
か
ら
自
動
車
の
取
得
税
額
の
９
５
％
の
税
額
の
７
割
相

当
額
を
、
市
町
村
の
道
路
の
延
長
及
び
面
積
に
按
分
し
て
交
付

さ
れ
ま
す
。

◎
地
方
特
例
交
付
金

恒
久
減
税
な
ど
に
伴
う
地
方
自
治
体
の
収
入
減
に
対
す
る
国
か

ら
の
交
付
金
で
す
。

◎
地
方
交
付
税

国
税
の
う
ち
所
得
税
・
法
人
税
・
酒
税
・
消
費
税
及
び
、
た
ば

こ
税
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
定
割
合
の
額
を
国
が
地
方
公
共

団
体
に
交
付
す
る
お
金
。
使
途
に
制
限
が
な
く
、
ど
の
経
費
に

充
て
て
も
良
い
一
般
財
源
で
す
。

◎
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

交
通
事
故
の
激
増
に
対
処
し
、
交
通
安
全
対
策
を
推
進
す
る
施

策
の
一
環
と
し
て
、
交
通
違
反
に
よ
る
反
則
金
の
収
入
相
当
額

か
ら
事
務
手
数
料
を
控
除
し
た
額
を
市
町
村
に
お
け
る
信
号

機
・
道
路
標
識
等
、
定
め
ら
れ
た
用
途
に
充
て
る
べ
く
交
付
さ

れ
る
お
金
で
す
。

◎
分
担
金

受
益
者
負
担
金
の
一
種
。
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
行
う
建

設
事
業
等
に
つ
い
て
、
そ
の
経
費
の
一
部
に
充
て
る
た
め
に
当

該
事
業
に
よ
り
特
に
利
益
を
受
け
る
者
に
対
し
て
、
そ
の
受
益

の
限
度
に
お
い
て
課
さ
れ
る
金
銭
給
付
金
で
す
。

◎
繰
入
金

基
金
か
ら
一
般
会
計
へ
の
取
崩
し
金
で
す
。

◎
繰
越
金

前
年
度
の
歳
入
歳
出
の
差
額
（
歳
出
の
剰
余
金
）
を
翌
年
に
計

上
し
た
も
の
で
す
。

◆
歳
出
科
目

一
般
会
計
の
歳
出
は
そ
の
内
容
に
よ
り
目
的
別
に
分
類
さ
れ
、

議
会
費
・
総
務
費
・
民
生
費
・
衛
生
費
・
労
働
費
な
ど
の
項
目

に
分
類
さ
れ
ま
す
。



内
灘
町
が�

郵
政
事
業
庁
長
官
表
彰
を
受
賞�

����

　
私
達
の
身
の
回
り
に
は
、ガ

ソ
リ
ン
・
灯
油
・
軽
油
等
を
は
じ

め
と
す
る
数
多
く
の
危
険
物
が

あ
り
、日
常
生
活
を
送
る
中
で
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。�

　
こ
れ
ら
の
危
険
物
は
、毎
日

使
っ
て
い
る
も
の
な
の
で
す
が
、

取
り
扱
い
を
一
歩
間
違
え
る
と
、

火
災
に
つ
な
が
り
、自
分
の
家

ど
こ
ろ
か
大
切
な
家
族
を
も
失

っ
て
し
ま
い
ま
す
。�

　
こ
れ
を
機
会
に
、も
う
一
度

危
険
物
に
対
す
る
怖
さ
を
認
識

し
、危
険
物
の
性
質
や
正
し
い

取
り
扱
い
を
身
に
付
け
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。�

六
月
三
日
（日）
〜
六
月
九
日
（土）�

�「
危
険
物  

め
ざ
す
ゴ
ー
ル
は�

　
　
　
　
　
　
　
　 

無
災
害
」�

�

消
防
団
第
二
分
団
の
機
具
格
納
庫

が
、
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
石
川
県
が
行
う
道
路
整

備
工
事
と
、
内
灘
町
が
行
う
大
根
布

景
観
整
備
工
事
に
よ
っ
て
、
県
道
が

消
防
団
格
納
庫
よ
り
高
く
な
り
、
消

防
ポ
ン
プ
車
の
出
入
り
が
困
難
と
な

る
こ
と
に
加
え
、敷
地
も
狭
く
な
り
、

ホ
ー
ス
等
器
具
の
整
備
点
検
に
支
障

を
来
す
こ
と
か
ら
、
移
転
新
築
し
た

も
の
で
す
。

新
築
さ
れ
た
機
具
格
納
庫
は
、
木

造
平
屋
建
、
建
築
面
積
八
九
・
四
三

㎡
で
、
建
物
内
は
消
防
ポ
ン
プ
車
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
他
に
会
議
室
も
備

え
て
お
り
、
今
後
も
防
災
の
拠
点
と

し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。
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消
防
だ

よ
り

緊急時の通報

火災・救急・救助は

119番
火災等情報案内 286-1999
消防署一般電話 286-3301

昨
年
十
月
よ
り
福
岡
県
北
九
州
市

の
救
急
救
命
九
州
研
修
所
で
研
修
を

重
ね
た
、
消
防
本
部
の
出
川
早
則
消

防
士
長
が
今
年
三
月
に
実
施
さ
れ
た

救
急
救
命
士
国
家
試
験
に
合
格
し
ま

し
た
。

当
消
防
本
部
で
は
、
現
在
五
名
の

救
急
救
命
士
が
地
域
住
民
の
信
頼
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
日
夜
研
鑽
に
励
み

救
急
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

更
に
救
急
業
務
の
高
度
化
が
求
め
ら

れ
る
中
、
新
た
な
戦
力
と
し
て
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

六
人
目
の

救
急
救
命
士
誕
生

第
二
分
団

機
具
格
納
庫
を
新
築

六
人
目
の
救
急
救
命
士
と
な
ら
れ
た

出
川
早
則
消
防
士
長

こ
の
た
び
、
内
灘
町
の
長
年
に

わ
た
る
郵
政
簡
易
保
険
事
業
の
運

営
に
対
す
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、

去
る
五
月
二
十
二
日
（
火
）
ホ
テ

ル
日
航
金
沢
に
お
い
て
挙
行
さ
れ

ま
し
た
「
平
成
十
三
年
郵
政
事
業

表
彰
式
」
に
お
い
て
、
郵
政
事
業

庁
長
官
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
会
場
に
は
、
北
陸
郵
政
局

管
内
の
全
郵
便
局
か
ら
関
係
者
が

列
席
し
、
そ
の
席
上
で
、
岩
本
秀

雄
内
灘
町
長
が
満
場
の
拍
手
を
浴

び
な
が
ら
感
謝
状
を
受
賞
し
ま
し

た
。



　当図書館の昨年度の人気本上位10傑を紹介します。�

　長引く不景気と痛ましい事件が相次ぐ荒んだ世の

中を反映して、娯楽性の高い読み切り本というよりも、

精神的に訴え、充実を求めるものが好まれたようです。

（1、2、5、10位が該当）�

　これは、大きなハンディをものともせず、人々に素

晴らしい感動を与え、大変な喝采を受けた乙武さん

の自伝「五体不満足」がトップを飾ったことが如実に

物語っています。�

　また、10位にランクされた「節約生活のススメ」山

崎エリ子著が本年度に入っても好調で、このような本

が余り読まれないように一日も早く景気が良くなるこ

とを切に思います。�

　なお、児童本については、ファンタジーな世界でお

菓子づくりをテーマにした寺村輝夫作の「わかったさ

んシリーズ」に人気が集中しました。著者は子どもの

心理をうまくとらえ、特に女の子に人気があるようです。�

人気本報告！�
平成12年度の人気本�

1 位�64冊�「五体不満足」�
乙武　洋匡�

2 位�62冊�「だから、あなたも生きぬいて」�
大平　光代�

3 位�58冊�「四季・亜紀子」上�
五木　寛之�

4 位�57冊�「四季・亜紀子」下�
五木　寛之�

5 位�46冊�「人生の目的」�
五木　寛之�

6 位�43冊�「本当は恐ろしいグリム童話」�
桐生　　操�

「うらやましい死にかた」�
五木　寛之�

8 位�39冊�「ひとりの女」�
群　ようこ�

9 位�38冊�「氷雪の殺人」�
内田　康夫�

10位�37冊�「他力」�
五木　寛之�

「節約生活のススメ」�
山崎えり子�

「少年Ａ・この子を生んで…」�
少年Ａの父母�

「命」�
柳　　美里�

（一般図書）�

1 位�42冊�「わかったさんのアップルパイ」�
寺村　輝夫�

2 位�39冊�「わかったさんのプリン」�
寺村　輝夫�

3 位�38冊�「わかったさんのアイスクリーム」�
寺村　輝夫�

4 位�37冊�「ウォーリーのゆめのくにだいぼうけん！」�
マーティン・ハンドフォード�

「バーバパパのかたちさがし」�
アネット・チゾン�

6 位�35冊�「ぴょこたんのめいろあそび」�
寺村　輝夫�

「わかったさんのグレープ」�
寺村　輝夫�

「わかったさんのドーナツ」�
寺村　輝夫�

「わかったさんのクッキー」�
寺村　輝夫�

10位�34冊�「わかったさんのショートケーキ」�
寺村　輝夫�

「バーバパパのしまづくり」�
アネット・チゾン�

（児童図書）�
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図
書
館

情
報

●『
反
乱
の
ボ
ヤ
ー
ジ
ュ
』
野の

沢ざ
わ

尚
ひ
さ
し

著

廃
寮
寸
前
の
大
学
の
寮
に
管
理
人
と
し
て
一
人
の

男
が
送
り
込
ま
れ
る
。
元
警
察
官
の
こ
の
男
に
最
初

は
反
発
し
て
い
た
若
者
達
が
し
だ
い
に
心
を
ひ
ら
い
て
い
く
様
を
描
く
青
春

グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
。

雨
・
雨
・
雨

読
・
読
・
読

ふ
や
し
て
楽
し
む
野
生
ラ
ン

東
京
山
草
会

と
う
き
ょ
う
さ
ん
そ
う
か
い

気
持
ち
の
い
い
こ
と
か
ら
始
め
て
み
よ
う

金
盛

か
ね
も
り

浦う
ら

子こ

泪
壷

渡
辺

わ
た
な
べ

淳
一

じ
ゅ
ん
い
ち

擬
態

北
方

き
た
か
た

謙
三

け
ん
ぞ
う

色
ざ
ん
げ

島
村

し
ま
む
ら

洋よ
う

子こ

他

多

数

◇
新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

淳
之
介
さ
ん
の
こ
と

宮み
や

城ぎ

ま
り
子こ

恋
を
逃
が
す
女
の
口
ぐ
せ福ふ

く

田だ

健
た
け
し

命
に
恋
し
て

畑は
た

正
憲

ま
さ
の
り

都
道
府
県
ラ
ン
キ
ン
グ
く
ら
し

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

朝あ
さ

日ひ

新
聞
社

し
ん
ぶ
ん
し
ゃ

中
坊
公
平
へ
の
手
紙

佐さ

高た
か

信
ま
こ
と

「
雪
国
」
あ
そ
び

村
松

む
ら
ま
つ

友と
も

視み

図
書
館
情
報

図
書
館
に
対
す
る
ご
意
見
ご
感

想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
図
書

の
所
蔵
や
予
約
は
、
電
話
や
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
も
、
図

書
館
の
蔵
書
が
検
索
で
き
ま
す
。

☎
２
８
６
―

１
９
３
０

FAX
２
８
６
―

１
９
３
１

http://w
w
w
.tow

n.uchinada.
ishikaw

a.jp/osirase/toshokan

◇
今
月
の
オ
ス
ス
メ
の
本●『

戦
場
の
一
年
』
エ
ミ
リ
オ
・
ル
ッ
ス

著

第
一
次
大
戦
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
境
の
イ
タ
リ
ア

軍
。
は
て
し
な
い
塹
壕
戦
の
中
、
無
能
な
将
軍
の
無

謀
な
作
戦
で
次
々
に
倒
れ
て
ゆ
く
兵
士
達
。
過
酷
な
戦
場
を
リ
ア
ル
に
描
い

た
戦
争
文
学
の
傑
作
で
す
。

●『
つ
い
て
お
い
で
』

鳥と
り

井い

山や
ま

豊と
よ

毅き

著

神
さ
ま
と
話
す
こ
と
が
　
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
　
仏
さ
ま
と
通
じ
る
　
無
垢
な
も
の
も
　
な
く

し
て
し
ま
っ
た
　
だ
か
ら
　
僕
は
山
か
ら
下
り
て

失
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
を
　
探
し
に
　
旅
に
で
よ
う
・・・。
暖
か
い
言
葉
と
絵

に
彩
ら
れ
た
詩
画
集
。

﹇
「
の
は
ら
う
た
Ⅳ
」�

　
　
工
藤
　
直
子
・
作
　
童
話
社
・
発
行
﹈�

�
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甘酸っぱいアカシアの花の

香りと爽やかなコーラス「波」

の歌声を合図に、内灘町文化

協会のアカシアロマンチック

祭は、５月13日（日）林帯遊

歩道を主会場に開催されまし

た。

祭は、薄紫のかわいい浜大

根の花咲く小径で、各所のあ

ずまやを基地に19単位協会

のそれぞれ趣向を凝らしたイ

ベントを行いました。

また、今年は金沢城址公園

「夢・みどり・いしかわ」に

合わせて町文化協会も内灘花

の会が花ポットを町民の皆さ

まにプレゼントし、ウォーク

ラリーの参加者にも花ポット

をプレゼントしました。アカ

シアの花・浜大根の花・花・

花と自然が織り成す花のみち

遊歩道は、華やいでいました。

そうそうピンクのアカシア

の花見ましたか。昨年植えた

アカシアの木にもう今年花が

咲きました。「たくましい内

灘っ子みたい」また今年もピ

ンクの花咲くアカシアの木を

植えました。林帯遊歩道は白

やピンクのアカシアの花で賑

わうことでしょう。豊かな心、

芸術文化の花咲く町・内灘。

「来年もまたね」の声に送

られ終了しました。大勢の町

民の方々に、ご来場いただき

ありがとうございました。

ア
カ
シ
ア
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
祭

第3回　アカシアロマンチック祭�

力強いばちさばき

踊りましょう

一服いかが

お手合　お願いします イイ音色ねー

茶道吟披露

ウォークラリー終点　おつかれさま
いい、たたくよ
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海
浜
美
化
清
掃

日時／平成13年6月24日（日）
午前7時～美化清掃完了まで

（午前 9 時頃の予定）

清掃区域／内灘海岸全域

（但し、天候不順により中止の場合、
順延しません。）
※尚、実施有無につきましては、当日早朝
に防災行政無線でお知らせします。◎各地区参加者の清掃範囲◎

●向粟崎・旭ヶ丘・緑台地区 …内灘海水浴場から金沢市との境界まで

●アカシア・向陽台・千鳥台地区 ………内灘海水浴場から北側

●鶴ケ丘1丁目～5丁目地区 ……………大根布海水浴場から南側

●大清台・大学・ハマナス地区 ………大根布海水浴場から北側

●大根布地区 ………………………………………放水路から南側

●宮坂地区 ………………………………権現森海水浴場から北側

●西荒屋地区 ……………………………西荒屋海水浴場から北側

●室・湖西地区……室地区海岸連絡道路周辺から西荒屋海水浴場まで

◎各種団体参加者の清掃範囲◎
★各種団体におかれましては、団体行動にて下記の地域の清掃
をお願いします。

●商工会青年部・婦人部・勤労者協議会・青年団協議会

………………室地区海岸連絡道路周辺から西荒屋海水浴場まで

●ライオンズクラブ ……………………権現森海水浴場から北側

●浜茶屋組合 …………………………………各々の海水浴場付近

●内灘町子ども会連絡協議会 ………………各々の海水浴場付近

●石川県立児童生活指導センター ……大根布海水浴場から南側

権現森海水浴場� 西荒屋海水浴場�

シロチドリ�
保護地区�

シロチドリ�
保護地区�

300m

100m

×�×�×�×�

テトラ�
ポット�

有料道路�

宇
ノ
気
町
と
の
境
界�

シロチドリの生息地を清掃区域から除きますのでご協力をお願いいたします。

○権現森海水浴場のテトラポットの切

れたところから北へ300mまでの範囲

○室地区海岸連絡道路の北100mから

宇ノ気町との境界までの範囲

＊町民の憩いの場でもある内灘海岸

をきれいにするため、町民のみな

さんのご協力を得て、本年もさわ

やか海浜クリーン作戦を実施しま

す。ご家族そろっての参加をお願

いします。

目　　的

＊可燃物・不燃物（空ビン・空カン

等）はゴミ袋につめ可燃物・不燃

物の立て札のある所に集めて下さ

い。

＊ゴミ袋は、各地区入口にて係員が

お渡しします。

清掃方法

6/24（日）
午前7時開始
小雨決行



い
収
集
か
ら
協
力
し
て
い
こ
う
と
、

思
い
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。
み

な
さ
ま
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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内
灘
町
連
合
婦
人
会
は
五
月
十
七

日
（
木
）、
社
会
福
祉
法
人
「
う
ち

な
だ
の
里
」
に
お
い
て
ウ
ェ
ス
（
油

ふ
き
と
り
布
）
づ
く
り
の
体
験
学
習

を
行
い
ま
し
た
。

六
月
か
ら
開
始
す
る
不
用
布
の
回

収
の
前
に
ど
の
よ
う
な
布
が
ウ
ェ
ス

に
適
し
て
い
る
か
を
役
員
・
理
事
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
も
の

で
す
。

参
加
者
は
作
業
所
に
集
ま
っ
た
不

用
布
を
繊
維
の
種
類
、
色
等
で
分
類

し
、
ボ
タ
ン
・
フ
ァ
ス
ナ
ー
・
ゴ
ム

等
を
取
り
外
し
、
使
い
や
す
い
大
き

さ
に
切
っ
て
ウ
ェ
ス
に
仕
上
げ
ま
し

た
。そ

し
て
、
ウ
ェ
ス
は
綿
の
割
合
が

五
〇
％
以
上
の
も
の
で
な
ら
な
い
こ

と
や
、白
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
男
性
用
の
白

の
肌
着
が
最
も
使
い
や
す
く
、
値
段

も
高
く
売
れ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
う
ち
な
だ
の
里
で
の
ウ
ェ

ス
づ
く
り
は
収
益
を
得
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
と
し
て

利
用
者
に
還
元
で
き
る
事
業
と
し
て

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
材
料
の
古
着
不
足
か
ら
作
業
が

進
ま
な
い
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

連
合
婦
人
会
で
は
、
今
回
の
体
験

で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
効
率
の
よ

に
よ
り
、
林
帯
遊
歩
道
に
設
置
さ
れ

た
巣
箱
の
確
認
作
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
巣
箱
は
昨
年
十
月
十
五
日
に

内
灘
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
環

境
・
青
少
年
育
成
事
業
と

し
て
「
二
十
一
世
紀
を

担
う
子
ど
も
達
の
、
自

分
達
の
住
む
地
域
の
自

然
環
境
に
目
を
向
け
る

き
っ
か
け
づ
く
り
に

な
れ
ば
」
と
の
思
い

か
ら
県
野
鳥
の
会
の

協
力
を
得
、
児
童

と
と
も
に
作
成
し
た
も

の
で
す
。

午
前
六
時
三
十
分
か
ら
と
い
う
早

朝
か
ら
の
作
業
な
が
ら
、
約
三
分
の

一
の
巣
箱
に
巣
、
そ
し
て
卵
が
入
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
眠
さ
も
忘

れ
驚
き
と
共
に
、
感
動
を
か
み
し
め

て
い
ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
今
後
も

町
内
各
校
と
の
連
携
を
深
め
、
活
動

を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で

す
。

四
月
二
十
六
日
（
木
）
清
湖
小
学

校
児
童
十
五
名
と
内
灘
町
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
二
十
名

皆様からのご連絡お便り、お待ちしています。

ェ
ス
づ
く
り

体
験

ウ
然
に
目
を

向
け
よ
う

自

四
月
二
十
八
日
（
土
）、
二
十
九

日
（
日
）
宇
ノ
気
町
営
野
球
場
で
行

わ
れ
た
、
河
北
郡
学
童
野
球
春
季
大

会
に
お
い
て
、
内
灘
町
の
西
荒
屋
ヤ

ン
キ
ー
ス
が
決
勝
で
、
中
条
ブ
ル
ー

イ
ン
パ
ル
ス
（
津
幡
町
）
を
三
対
一

で
下
し
、
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

ま
た
、
五
月
十
二
日
（
土
）
羽
咋
市

営
野
球
場
で
行
わ
れ
た
、
第
二
十
一

回
全
日
本
学
童
野
球
大
会
能
登
南
地

区
大
会
に
お
い
て
も
、
決
勝
で
、
邑

知
学
童
野
球
ク
ラ
ブ
（
羽
咋
市
）
を
、

二
対
一
と
逆
転
で
下
し
、
県
大
会
の

出
場
を
決
め
ま
し
た
。

荒
屋
ヤ
ン
キ
ー
ス

県
大
会
出
場

西

四
月
二
十
七
日
（
金
）、
第
六
十

八
回
郵
政
記
念
日
行
事
の
一
環
と
し

て
、
粟
崎
郵
便
局
よ
り
社
会
福
祉
法

人
う
ち
な
だ
の
里
に「
青
い
鳥
葉
書
」

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
青
い
鳥
郵
便
葉
書
は
、
身
体

障
害
者
及
び
知
的
障
害
者
の
福
祉
に

対
す
る
国
民
の
理
解
と
認
識
を
更
に

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
発
行
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

粟
崎
郵
便
局
　
香
林
幹
夫
局
長
よ

り
葉
書
、
タ
オ
ル
が
贈
呈
さ
れ
、
う

ち
な
だ
の
里
で
は
母
の
日
に
書
く
家

族
へ
の
手
紙
に
使
用
し
た
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

い
鳥
葉
書

贈
呈

青

がんばれ!!がんばれ!!がんばれ!!
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内
灘
中
学
校

五
月
十
九

日
、
内
灘
中

学
校
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
清
掃

活
動
が
放
水

路
周
辺
で
実

施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
清
掃
活
動
を
通
し
て
親
子
、
地
域

と
の
関
わ
り
を
深
め
た
い
と
の
願
い

か
ら
、
昨
年
度
よ
り
全
校
生
徒
に
よ

り
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
保
護
者
、
内
灘
町
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
ク
リ
ー
ン
ビ
ー
チ

内
灘
作
戦
、
地
域
の
方
々
な
ど
百
名

を
超
え
る
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
か
ら
、「
地
域
や

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
声
を
か
け
て
く

れ
た
り
、
協
力
し
て
き
れ
い
に
な
っ

た
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

（
女
子
）」、「
日
ご
ろ
、
保
護
者
や
地

域
の
人
た
ち
と
接
す
る
機
会
が
少
な

い
の
で
、
話
し
か
け
て
く
れ
て
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
（
男
子
）」
な
ど

多
く
の
喜
び
の
声
が
あ
り
、
中
学
校

で
は
、
今
後
も
更
な
る
活
動
の
広
が

り
を
求
め
て
続
け
て
い
き
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
。 を

か
け
て
も
ら
っ
て

う
れ
し
か
っ
た

声

内
灘
町
大
学
１
丁
目
２
番
地
１

☎
２
８
６
│
６
７
２
０

〒
９
２
０
│

０
２
９
２

内
灘
町
役
場
総
務
課
広
報
係

FAX
２
８
６
│
０
６
１
７

鶴
ヶ
丘
小
学
校

お
米
の
大
切
さ
を
知
ろ
う
と
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
鶴
ヶ
丘
小
学
校
の
田

植
え
体
験
が
、
今
年
も
約
百
四
十
名

の
児
童
に
よ
っ
て
元
気
よ
く
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
鶴
ヶ
丘
小
学
校

五
・
六
年
生
の
総
合
学
習
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
五
・
六
年
合

同
の
班
を
作
り
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

裏
の
埋
立
水
田
に
も
ち
米
を
植
え
る

と
い
う
も
の
で
す
。
今
後
は
草
取
り

等
を
行
い
、
秋
の
収
穫
祭
を
目
指
す

予
定
で
す
。

五
年
生
は
初
め
て
の
田
植
え
の
児

童
も
多
く
、
お
っ
か
な
び
っ
く
り
の

様
子
で
し
た
が
、
高
道
栄
治
さ
ん

（
鶴
ヶ
丘
二
）
の
指
導
の
も
と
、
ど
ろ

ん
こ
に
な
り
な
が
ら
の
作
業
が
続

け
ら
れ
、や
が
て
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、

田
植
え
を
楽
し
む
余
裕
も
見
え
て

い
ま
し
た
。

児
童
の
心
は
既
に
秋
の
収
穫
祭

に
飛
ん
で
い
る
様
子
。
お
い
し
い

お
餅
を
食
べ
る
た
め
に
も
し
っ
か

り
お
世
話
を
し
な
い
と
ね
。

作
り

体
験

米

優
良
郵
便
外
務
員

こ
の
ほ
ど
、
長
年
に
わ
た
り
内
灘

町
域
の
郵
便
配
達
を
担
当
さ
れ
ま
し

た
粟
崎
郵
便
局
の
職
員
、
北
堀
勝
治

さ
ん
（
五
十
四
歳
）
に
町
か
ら
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

雨
に
も
負
け
ず
、風
に
も
負
け
ず
、

冬
の
大
雪
に
も
負
け
ず
、
私
達
の
も

と
に
郵
便
を
届
け
て
く
れ
る
北
堀
さ

ん
。「
あ
り
が
と
う
」「
ご
く
ろ
う
さ

ま
」
と
い
っ
た
み
な
さ
ん
の
声
が
一

番
う
れ
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

み
な
さ
ん
も
日
頃
の
感
謝
の
気
持

ち
を
、
言
葉
に
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。 の

日
も

風
の
日
も

雨

金
沢
医
科
大
学
で
は
、
病
院
新
棟

の
建
設
が
始
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
一
時
的
に
減
少
す

る
こ
と
か
ら
、
駐
車
場
を
カ
ー
ゲ
ー

ト
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

職
員
と
学
生
が
利
用
す
る
一
般
駐

車
場
は
定
期
券
を
使
用
し
て
駐
車
場

に
出
入
り
し
、
ま
た
、
病
院
の
患
者

さ
ん
の
駐
車
場
は
、
駐
車
券
を
使
用

し
て
出
入
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

病
院
で
来
院
す
る
患
者
さ
ん
や
見

舞
客
の
方
は
受
付
で
手
続
き
を
す
れ

ば
、
駐
車
料
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

大
学
へ
用
務
の
た
め
来
訪
さ
れ
る

方
は
、
本
学
本
部
棟
前
の
警
備
室
受

付
で
所
定
の
手
続
き
を
行
っ
て
か
ら

入
講
す
る
方
法
、
あ
る
い
は
、
北
鉄

バ
ス
停
留
所
大
学
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー

ま
た
は
、
病
院
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
左

側
入
口
に
設
置
さ
れ
て
い
る
機
械
か

ら
駐
車
券

を
取
り
出

し
て
構
内

に
入
る
方

法
の
い
ず

れ
か
に
よ

っ
て
入
講

す
る
こ
と

が
で
き
ま

す
。

車
場
の
カ
ー

ゲ
ー
ト
設
置

駐

平
成
元
年
よ
り
十
二
年
間
も
の
長

き
に
わ
た
り
、
内
灘
町
中
央
公
民
館

長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
、
南
善
一

さ
ん
に
対
し
、
町
長
よ
り
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
活
性
化
、
社
会
教
育
の
発

展
、
ま
た
当
町
生
涯
学
習
の
推
進
に

力
を
尽
く
し
て
い
た
だ
い
た
功
績
に

対
し
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
本
当
に

長
い
間
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

い
間
お
つ
か
れ

さ
ま
で
し
た

長
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内灘町
国際交流

員

ナタリ
ー・マックスウ

ェルの ウィンドウ�

『 保育所の経験 』�

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
�

これが有名なオーストラリアのビス

ケットです。戦争の時、お母さんや奥

さんたちが軍人のためにANZAC

Biscuitsを作ってくれました。オースト

ラリアの家で作り、長い航海をへて戦

地に着くまでANZAC Biscuitsは新鮮

に残ります。ANZACの略はAustralian

（オーストラリア）and （と）New Zealand（ニュージーランド）

Army Corps（軍団）です。第二次世界大戦で軍人たちは戦いました。

ANZAC Biscuitsのレシピは以下のとおりです。とても簡単なので作

ってみてください。

■Ingredients（材料）
バター 100g
ゴールデン　シュラプ
（Golden Syrup） 大さじ1
砂糖 125g
お湯 大さじ1
オートミール 170g
小麦粉 100g
ペーキングパウダー 小さじ1
ベーキングソーダ 小さじ1

■作り方
①オーブンを180℃に前もって熱くする。
②小さいなべにバターを入れ溶かす。
③中火でゴールデンシュラプや砂糖、お湯をかき
混ぜる。

④残ってる材料を加えて良く混ぜる。
⑤小さいボール（玉）を作ってトレー（バターを
塗っておく）に並べる。

⑥トレーに置く時少しボールをつぶす。焼き上が
るとビスケットが大きくなるのでそれぞれのビ
スケットのスペースをあける。

⑦オーブンで10～15分焼く。（茶色になるまで）
⑧焼いてからしばらくの間冷ます。

最
近
は
内
灘
中
学
校
・
小
学
校

以
外
に
保
育
所
に
も
訪
問
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
日
本

の
保
育
所
を
訪
問
す
る
こ
と
で
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
行
っ
て

み
る
と
思
っ
た
よ
り
と
て
も
面
白

か
っ
た
で
す
。
子
ど
も
達
は
良
く

考
え
て
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
良

ナ
タ
リ
ー：

私
は
ど
こ
か
ら
来
ま
し
た

か
。

子
ど
も
達：
ア
メ
リ
カ
・
外
国

ナ
タ
リ
ー：
ア
メ
リ
カ
は
ど
こ
で
す

か
。

子
ど
も
達：

外
国
。

ナ
タ
リ
ー：

私
は
外
国
人
で
す
け
ど
ア

メ
リ
カ
人
じ
ゃ
な
い
。
私
は
何
人
で

す
か
。

子
ど
も
達：

外
国
人
・
イ
ギ
リ
ス
人
。

ナ
タ
リ
ー：

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
来

ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
有
名

な
動
物
は
何
が
い
ま
す
か
。

子
ど
も
達：

カ
ン
ガ
ル
ー
・
ぞ
う
・
さ

る
・
と
ら
・
コ
ア
ラ
。

ナ
タ
リ
ー：

そ
う
で
す
ね
。
カ
ン
ガ
ル

ー
や
コ
ア
ラ
が
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
動
物
の
絵
本
を
読
ん
で
み
ま

し
ょ
う
か
。

子
ど
も
達：

は
い
、
み
た
い
・
よ
み
た

い
。

ナ
タ
リ
ー：

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
動
物

の
紹
介
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
私
は
熊

に
似
て
い
ま
す
。
で
も
熊
と
違
い
ま

す
。
私
は
誰
で
す
か
。

子
ど
も
達：

コ
ア
ラ
・
カ
ン
ガ
ル
ー
・

コ
ア
ラ
。

ナ
タ
リ
ー：

は
い
、
そ
う
で
す
。
私
は

コ
ア
ラ
で
す
。
ユ
ー
カ
リ
の
木
に
住

ん
で
い
ま
す
。
毎
日
１
kg
以
上
の

葉
を
食
べ
ま
す
。
で
も
ぜ
ん
ぜ
ん
飲

み
ま
せ
ん
。
コ
ア
ラ
ち
ゃ
ん
は
何
も

飲
み
ま
せ
ん
。
水
・
牛
乳
・
ジ
ュ
ー

ス
も
飲
み
ま
せ
ん
。

子
ど
も：

お
茶
も
飲
み
ま
せ
ん
か
？

ナ
タ
リ
ー：

そ
う
で
す
。
何
も
飲
み
ま

せ
ん
。

子
ど
も：
私
は
い
つ
も
お
茶
を
飲
み
ま

す
。

く
聞
き
ま
す
。
子
ど
も
達
と
一
緒

に
絵
本
を
読
ん
だ
り
、
英
語
の
歌

を
歌
っ
て
踊
っ
た
り
し
ま
し
た
、

短
い
時
間
で
も
子
ど
も
達
と
一
緒

に
た
く
さ
ん
の
遊
び
が
出
来
た
の

で
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の

時
の
私
と
子
ど
も
達
の
会
話
で

す
。

～ オーストラリア料理を作りましょう～�

－アンザク ビスケット�

Give me a home among the gum trees, with lots of plum trees.�
ギブ　ミー　アー　ホーム　アモング　サ　ガム　トリズ、ウィス　ロツー　オブ�
プラム　トリス。�
ユカリーの木の中に家がほしい、そこは沢山の木があり�

A sheep or two, a kangaroo, A clothesline out the back,�
ア　シップ　オア　ツー　ア　カンガル、ア　クロスライン　オット　サ　バック、�
１、２匹の羊やカンガルーもいる、庭に物干し竿があり、�

Verandah out the front and an old rocking chair.�
ベランダー　オト　サ　フラント　アンド　アン　オルド　ロックイング　チャアー。�
前にベランダーや古い揺りいすがあります。�

�

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪�

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪�

国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー
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内
灘
砂
丘
文
芸
ス
ク
ー
ル

深めよう文学を！
めざそう作家を！

内灘砂丘文芸スクール学生募集�
　内灘町は、文学の楽しさや感動との出会いの場の提供と、ともに将来の作家
を目指す皆さんの支援をしていくための内�砂丘文芸スクールを開校いたします。
つきましては、下記の2コースで学生を募集いたします。�
　両コースとも応募可です。�

1 鑑賞コース�

　内灘が登場する文学作品を中心に講座を開催し、

文学への興味をさらに深める。�

◎講師は次の運営委員の皆さんの他、県内外の著名な先生方を予定いたしております。�

◎開校式（両コースとも）　平成13年７月14日（土）　午前10時�
　　　　　　　　　　　　　役場町民ホール�
�
◎応募締切　　　　　　　　平成13年６月末日�
�
◎応募・問い合わせ先　　　内灘砂丘文芸スクール事務局（生涯学習課内）�
　　　　　　　　　　　　　☎286－6716

　対　象　高校生以上で、文学に関心のある方�

　定　員　約40名�

　受講料　1,000円（資料代等）�
　　　　　※その他、実費をいただく場合があります。

　期　間　平成13年７月～平成15年３月�

　開催日　毎月第２土曜日　午前10時30分～12時�

2 創作コース�

　小説、随筆、詩、脚本など幅広く文章の創作につ

いて、学ぶ。�

　対　象　高校生以上で、文学の創作に関心のある方�

　定　員　約20名�

　受講料　1,000円（資料代等）�
　　　　　※その他、実費をいただく場合があります。

　期　間　平成13年７月～平成15年３月�

　開催日　毎月第３土曜日　午後２時30分～４時30分�

場所は両コースとも役場庁舎会議室を予定しています。�

助　言　者　　五木　寛之　（作家）�

運営委員長　　森井　道男　（日本ペンクラブ会員・金沢医科大学非常勤講師）�

運 営 委 員　　森　　英一　（金沢大学教育学部教授）�
　　　　　　　秋山　　稔　（金沢学院大学文学部教授）�
　　　　　　　松村　　長　（北國新聞社論説主幹）�
　　　　　　　金子　健樹　（ブレーン・オアシス代表）�
�

内
灘
砂
丘
文
芸
ス
ク
ー
ル�
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暮
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学
校
給
食
調
理
員
募
集

職
種
及
び
採
用
人
員
▼

学
校
給
食
共
同
調
理
場
調
理
員

①
嘱
託
調
理
員
　
１
名

②
パ
ー
ト
調
理
員
　
若
干
名

勤
務
場
所
▼
内
灘
町
学
校
給
食
共
同
調
理
場

応
募
資
格
▼
内
灘
町
在
住
の
年
齢
50
歳
ま
で
の

健
康
な
方
で
、
①
に
つ
い
て
は
調
理
師
ま
た

は
栄
養
士
の
有
資
格
者
に
限
る
。

勤
務
条
件
等
▼

・
賃
　
金
　
①
月
　
額
　
１
３
９，

０
０
０
円

②
調
理
師
・
栄
養
士
の

有
資
格
者
　
時
給
９
０
０
円

無
資
格
者
　
時
給
８
６
０
円

・
勤
務
日
　
①
月
〜
金
曜
日

②
原
則
　
月
〜
金
曜
日

（
た
だ
し
、
②
に
つ
い
て
は
学
校
休
業
日
を
除
く
）

・
勤
務
時
間

①
午
前
８
時
〜
午
後
４
時
30
分

②
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
及
び

午
後
２
時
15
分
〜
午
後
４
時

・
そ
の
他

①
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
・
雇
用
保

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
来
年
度
は

小
・
中
学
校
の
教
科
書
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、

展
示
場
で
い
ろ
い
ろ
な
教
科
書
を
ご
覧
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

教
科
書
展
示
会
は
次
の
よ
う
に
開
催
い
た
し

ま
す
。

期
間
▼
６
月
18
日
（月）
〜
７
月
７
日
（土）

※
た
だ
し
学
校
が
休
校
に
な
る
第
２
・
第
４

土
曜
日
、
日
曜
日
、
６
月
20
日
は
閲
覧
で

き
ま
せ
ん
。

閲
覧
時
間
▼
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

※
た
だ
し
土
曜
日
は
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場
▼
津
幡
中
学
校
内
　
河
北
教
科
書
セ
ン
タ

ー
（
津
幡
町
字
加
賀
爪
ヌ
22
番
地
）

そ
の
他
▼

①
来
館
者
は
会
場
の
津
幡
中
学
校
の
職
員

（
教
頭
）
に
申
し
出
て
、
閲
覧
者
名
簿
に

氏
名
を
記
入
し
て
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

②
各
教
科
書
に
対
し
て
意
見
が
あ
れ
ば
、
会

場
内
に
用
意
さ
れ
た
カ
ー
ド
に
記
入
の

上
、
意
見
箱
に
投
入
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
河
北
郡
の
小
・
中
学
校
は
同
一
の
教

科
書
を
使
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
展

示
会
場
は
津
幡
中
学
校
一
ケ
所
で
す
。

詳
細
・
問
い
合
わ
せ
先
▼
学
校
教
育
課

役 場 代 表 286－1111

町　民　部

町民生活課 286－6701
保健センター 286－6101
保険年金課 286－6702

介護保険室 286－6703

産業建設部

産業経済課 286－6708

建　設　課 286－6710

都市計画課 286－6712

北部開発対策室 286－6713

教育委員会
生涯学習課 286－6716
学校教育課 286－6717

総　務　部
総　務　課 286－6720
総務課受付 286－6721
企画調整課 286－6723
税　務　課 286－6706

企　業　局
水　道　課 286－1115
下水道課 286－6718

出　納　室 286－6707
議会事務局 286－6715
消 防 本 部 286－3301
図　書　館 286－1930
文 化 会 館 286－1123
働く婦人の家 237－6440
屋内温水プール 286－1800
（財）公共施設等管理公社

286－1800
社会福祉協議会

286－6950

お問い合わせは
こちらまで

険
有
。
そ
の
他
町
規
定
に
よ
る
。

採
用
予
定
日
▼
７
月
１
日

応
募
手
続
▼

①
総
務
課
受
付

②
学
校
給
食
共
同
調
理
場

で
交
付
す
る
願
書
・
履
歴
書
を
期
限
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限
▼
６
月
20
日
（水）

面
接
試
験
▼
日
時
・
場
所
は
後
日
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
①
総
務
課
受
付

②
学
校
給
食
共
同
調
理
場

☎
２
８
６
│
０
２
１
２

朗
読
劇
　
こ
の
子
た
ち
の
夏

１
９
４
５
・
ヒ
ロ
シ
マ
　
ナ
ガ
サ
キ

今
回
初
め
て
内
灘
で
上
演
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
朗
読
劇
を
通
し
て
、
今
一
度
思
っ
て
み

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
平
和
の
、
生
命
の

尊
さ
、
そ
し
て
親
子
の
愛
を
。

と
　
き
▼
７
月
18
日
（水）

開
場：

午
後
６
時
45
分

開
演：

午
後
７
時
15
分

と
こ
ろ
▼
内
灘
町
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
▼

大
人
券
　
１，

５
０
０
円
（
当
日
１，

７
０
０
円
）

子
ど
も
券
　
　
８
０
０
円
（
当
日
１，

０
０
０
円
）

親
子
券
　
２，

０
０
０
円
（
当
日
２，

３
０
０
円
）

主
催
▼
「
こ
の
子
た
ち
の
夏
」
内
灘
上
演
実
行

委
員
会

共
催
▼
内
灘
町
教
育
委
員
会

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

西
村
　
昭
（
☎
２
３
８
―
３
３
６
１
）

内
灘
町
文
化
会
館

※
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

教
科
書
（
平
成
14
年
度
使
用
）

展
示
会
を
開
催
し
ま
す

教
科
書
は
、
児
童
・
生
徒
に
学
習
の
興
味
を

起
こ
し
た
り
、
問
題
を
解
く
た
め
の
資
料
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
学
校
教
育

に
お
い
て
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
毎
年
一
定
期
間
、
次
年
度
か
ら
使

用
す
る
教
科
書
の
見
本
を
展
示
し
、
学
校
関
係

者
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
も
公
開
し
、
広

い
視
野
か
ら
教
科
書
に
関
す
る
意
見
を
求
め
る

◎
出
演
者

岩
本
　
多
代

大
森
　
暁
美

北
村
　
昌
子

高
田
　
敏
江

中
村
　
た
つ

松
下
砂
稚
子
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働
く
婦
人
の
家
「
料
理
教
室
」

講
師
▼
加
藤
　
重
和

（
青
木
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
講
師
）

第
１
回

「
季
節
の
加
賀
野
菜
を
使
っ
て
」

献
立：

金
時
草
、
太
胡
瓜
を
使
っ
た
変
わ
り

メ
ニ
ュ
ー

日
時：

６
月
27
日
（水）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

第
２
回

「
イ
タ
リ
ア
の
家
庭
料
理
に
挑
戦
」

献
立：

マ
グ
ロ
の
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
・
魚
の
香

草
焼
き
・
パ
ス
タ
な
ど

日
時：

７
月
７
日
（土）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

場
所
▼
働
く
婦
人
の
家

応
募
要
項
▼

受
講
者：

男
女
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
気
軽
に
応
募
し
て
み
て
は
！

受
講
料：

材
料
費
と
し
て

１
人
１
回

１，

５
０
０
円

持
ち
物：

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
ふ
き
ん

定
　
員：

15
名

締
切
日
▼
１
回
目
　
６
月
20
日
（水）

２
回
目
　
６
月
29
日
（金）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※
締
切
日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼
働
く
婦
人
の
家

日
　
時
　
七
月
一
日
（日）�

　
　
　
　
午
後
一
時
　
　
　
　
開
場�

　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
　
開
演�

場
　
所
　
内
灘
町
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル�

出
演
者�

　
・
小
濱
太
鼓
（
大
根
布
）�

　
・
龍
神
子
供
太
鼓
（
鶴
ヶ
丘
西
）�

　
・
龍
星
（
鶴
ヶ
丘
西
）�

　
・
鼓
月
（
向
陽
台
）�

　
・
柿
木
太
鼓
（
金
沢
市
）�

　
・
大
場
潟
乃
太
鼓
（
金
沢
市
）�

　
・
き
ん
な
ら
＆
パ
ス
チ
ャ
ー
ズ
（
松
任
市
）�

　
・
友
情
出
演�

　
　
　
愉
快
な
仲
間
た
ち�

　
　
　
（
ヨ
サ
コ
イ
ソ
ー
ラ
ン
）�

主
　
催
　
内
灘
和
太
鼓
協
会�

後
　
援�

　
内
灘
町
教
育
委
員
会�

　
内
灘
町
文
化
協
会�

　
北
國
新
聞
社�

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー�

�最
後
に
会
場
一
体
と
な
っ
て�

ヨ
サ
コ
イ
ソ
ー
ラ
ン
で�

盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
!!
�

７
月
と
８
月
に
実
施
す
る
初
級
パ
ソ
コ
ン
講
習
に
つ
い
て
再
度
募
集
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
ス
等
▼

  
Ａ－４

　　　　　　７月 2、3、�
　　　　　　　　　　 　 4、5日�
  
Ａ－５

　　　　　　７月 9、10、�
　　　　　　　　　　 　 11、12日�
  
Ａ－６

　　　　　　７月16、17、�
　　　　　　　　　　 　 18、19日�
 
 Ａ－７

　　　　　　８月20、21、�
　　　　　　　　　　 　 22、23日�
  
Ａ－８

　　　　　　８月27、28、�
　　　　　　　　　　 　 29、30日�
�

  コース　  時　間　　   日　　　程�

平
日
午
前
コ
ー
ス�

午前9時�
　～12時�

  
Ｂ－４

　　　　　　７月 2、3、�
　　　　　　　　　　 　 4、5日�
  
Ｂ－５

　　　　　　７月 9、10、�
　　　　　　　　　　 　 11、12日�
 
 Ｂ－６

　　　　　　７月16、17、�
　　　　　　　　　　 　 18、19日�
  
Ｂ－７

　　　　　　８月20、21、�
　　　　　　　　　　 　 22、23日�
  
Ｂ－８

　　　　　　８月27、28、�
　　　　　　　　　　 　 29、30日�
�

  コース　  時　間　　   日　　　程�

平
日
午
後
コ
ー
ス�

午後１時�
　 ～４時�

  
Ｃ－４

　　　　　　７月 2、3、4、�
　　　　　　　　　　 　   5、6、7日�

  Ｃ－５
　　　　　　７月 9、10、11、�

　　　　　　　　　　 　 12、13、14日�
 
 Ｃ－６

　　　　　　７月16、17、18、�
　　　　　　　　　　 　 19、21、23日�
  
Ｃ－７

　　　　　　８月20、21、22、�
　　　　　　　　　　 　 23、24、25日�

  コース　  時　間　　   日　　　程�

夜
間
コ
ー
ス�

午後７時�
　 ～９時�

あ
な
た
も
パ
ソ
コ
ン
講
習
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

初
級
パ
ソ
コ
ン
講
習
の
開
催
の
ご
案
内

生
涯
学
習
課
ま
で
、
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
コ
ー
ス
は
第
１
・
第
２
希
望
ま
で
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
定
員
を
超
え
た
コ
ー
ス
は
第

２
希
望
で
調
整
い
た
し
ま
す
。）

申
込
期
限
▼
７
月
実
施
分
―
６
月
20
日
ま
で

８
月
実
施
分
―
８
月
６
日
ま
で

申
込
先
▼
〒
９
２
０
―
０
２
９
２

内
灘
町
字
大
学
１
丁
目
２
番
地
１

内
灘
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

宛

そ
の
他
▼

テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
、
１
人
１，

０
０
０
円

が
必
要
で
す
。（
講
習
の
初
日
に
集
め
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
先
▼
生
涯
学
習
課

※
受
講
者
数
は
、
各
日
程
そ
れ
ぞ
れ
28
名
で
す
。

※
講
習
時
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
12
時
間
で
す
。

内
　
容
▼

・
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
初
級
（
基
本
操
作
、
日
本

語
入
力
、
フ
ァ
イ
ル
管
理
等
）

・
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
初
級
（
基
本
操
作
、
効
率
的
な
文

書
作
成
等
）

・
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
初
級
（
基
本
操
作
、
メ

ー
ル
送
受
信
等
）

対
象
者
▼
県
内
在
住
の
成
人
の
方
な
ら
ど
な
た

で
も

会
　
場
▼
内
灘
町
役
場
１
階
101
会
議
室

申
込
方
法
▼
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
コ

ー
ス
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
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日
本
小
型
自
動
車
振
興
会
補
助
事
業

「
青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ
」

参

加

者

募

集

〜
日
本
・
ア
メ
リ
カ
・
ロ
シ
ア
・
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
子
ど
も
た
ち
が
富
士
山
の
ふ
も
と
に

集
合
！
み
ん
な
一
緒
に
楽
し
い
キ
ャ
ン
プ
、

新
し
い
友
だ
ち
と
ワ
イ
ド
に
遊
ぼ
う
〜

期
間
▼
７
月
27
日
〜
31
日
（
４
泊
５
日
）

場
所
▼

〈
小
学
生
〉

山
梨
県
山
中
湖
村
営
山
中
湖
キ
ャ
ン
プ
場

〈
中
学
・
高
校
生
〉

山
梨
県
立
本
栖
湖
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

対
象
と
定
員
▼
小
学
生
　
　
　
　
190
名

中
学
・
高
校
生
　
150
名

内
容
▼
富
士
登
山
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
野
外
炊
飯
、

ア
ン
ダ
ー
ス
タ
ー
ス
リ
ー
ピ
ン
グ
　
な
ど

申
込
締
切
▼
７
月
４
日
（水）
先
着
順
受
付

問
い
合
わ
せ
先
・
資
料
請
求
先
▼

文
部
科
学
省
所
管

（財）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
―
３
３
５
９
―
８
４
２
１

FAX
０
３
―
３
３
５
４
―
２
２
０
７

〒
１
６
０
―
０
０
０
４

東
京
都
新
宿
区
四
谷
２
―
11
大
村
ビ
ル
３
階

事
業
所
対
象
の
学
卒
求
人
説
明
会

日
時
▼
６
月
８
日
（金）

午
後
３
時
〜

場
所
▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
幡
　
会
議
室

対
象
▼
来
春
新
卒
者
の
採
用
予
定
が
あ
る
事
業

所
内
容
▼
新
卒
者
を
採
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
募

集
の
方
法
や
求
人
秩
序
・
留
意
事
項
に
つ
い

て
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

新
規
高
校
卒
者
の
求
人
受
付
開
始

内
容
▼
６
月
20
日
か
ら
、
来
春
高
卒
者
の
求
人

受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
高
卒
者
の
就
職
環
境

は
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

若
年
労
働
者
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、
高
卒

者
の
夢
を
広
げ
る
た
め
に
も
、
積
極
的
な
採

用
計
画
で
、新
戦
力
の
確
保
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
▼
事
業
主
及
び
人
事
担
当
者

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
幡

☎
２
８
９
―
２
５
３
０
（
管
轄：
河
北
郡
）

ハ
チ
の
巣
の
駆
除
に
つ
い
て

最
近
、「
家
の
軒
下
に
ハ
チ
の
巣
が
出
来
て

困
っ
て
い
ま
す
。」
と
い
う
お
電
話
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
自
分
で
駆
除
さ
れ
ま
す
と
大
変
危
険
で
す

の
で
、
駆
除
は
専
門
家
に
お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
電
話
帳
タ
ウ
ン
ペ

ー
ジ
（
職
業
別
）
の
「
消
毒
業
」
に
記
載
さ

れ
て
い
る
業
者
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国

家

公

務

員

郵
政
職
員
（
外
務
職
）
募
集

受
付
期
間
▼
６
月
18
日
（月）
〜
７
月
２
日
（月）

受
験
資
格
▼
昭
和
46
年
４
月
２
日
〜
昭
和
61
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

第
一
次
試
験
日
▼
８
月
19
日
（日）

勤
務
地
▼
北
陸
三
県
（
富
山
・
石
川
・
福
井
）

の
郵
便
局

仕
事
の
内
容
▼
郵
便
物
の
配
達
・
取
り
集
め
、

各
種
郵
便
・
貯
金
・
保
険
商
品
の
販
売
等
の

仕
事
に
従
事
し
ま
す
。

申
込
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

お
近
く
の
郵
便
局
窓
口
　
又
は

北
陸
郵
政
局
人
事
部
人
事
課

〒
９
２
０
―
８
７
９
７

金
沢
市
尾
張
町
１
丁
目
１
―
１

☎
２
２
０
―
３
０
５
７

カ
ラ
ス
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て

最
近
、
カ
ラ
ス
に
よ
る
ご
み
の
散
乱
な
ど
の

苦
情
・
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

ご
み
の
出
し
方
を
工
夫
す
る
こ
と
は
ご
み
散

乱
を
防
止
し
、
カ
ラ
ス
の
増
殖
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

カ
ラ
ス
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
に
は
・・・・・・

①
生
ご
み
を
減
ら
す

カ
ラ
ス
に
と
っ
て
生
ご
み
は
食
物
で
す
。
生

ご
み
を
少
な
く
す
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
収
集
日
時
を
守
っ
て
出
す

も
え
る
ご
み
の
収
集
日
は
毎
週
月
・
木
曜
日

で
す
。

前
日
に
出
す
と
、
放
置
す
る
時
間
が
長
く
な

り
、
カ
ラ
ス
に
荒
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。

ご
み
を
出
す
日
時
を
し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ

う
。

③
生
ご
み
を
見
え
な
い
よ
う
に
す
る

カ
ラ
ス
は
主
に
視
覚
で
食
べ
物
を
探
す
の

で
、
チ
ラ
シ
に
包
む
な
ど
外
か
ら
見
え
な
い

よ
う
に
す
る
と
被
害
を
減
ら
せ
ま
す
。
ま
た

袋
の
口
は
し
っ
か
り
し
ば
っ
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

④
ネ
ッ
ト
な
ど
で
ご
み
を
覆
う

カ
ラ
ス
が
ご
み
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

よ
う
ネ
ッ
ト
な
ど
で
ご
み
袋
を
覆
い
ま
し
ょ

う
。
ネ
ッ
ト
は
ご
み
袋
が
は
み
出
さ
な
い
よ

う
に
全
体
を
覆
い
ま
し
ょ
う
。

⑤
容
器
に
入
れ
て
出
す

ポ
リ
バ
ケ
ツ
な
ど
の
容
器
に
入
れ
て
出
せ

ば
、
よ
り
確
実
に
カ
ラ
ス
と
ご
み
の
接
触
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑥
ご
み
集
積
場
所
を
工
夫
す
る

ア
パ
ー
ト
な
ど
に
は
ご
み
集
積
ボ
ッ
ク
ス
を

設
け
る
な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
一
部
地
域
で
対
策
を
行
っ
て
も
、
他
の
地
域

で
行
わ
な
け
れ
ば
そ
こ
で
カ
ラ
ス
の
被
害
が

発
生
し
、
結
果
的
に
被
害
が
移
動
し
た
だ
け

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
解
決
に

な
り
ま
せ
ん
。
被
害
を
減
ら
す
た
め
に
は
地

域
で
協
力
し
合
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

町
民
生
活
課
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高
校
生
の
税
の
作
文
募
集

国
や
地
方
公
共
団
体
の
活
動
に
必
要
な
費
用

を
賄
っ
て
い
る
の
が
「
税
金
」
で
す
。

今
年
も
次
の
要
領
の
と
お
り
作
文
を
募
集
い

た
し
ま
す
の
で
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
の
声
を
是

非
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

応
募
資
格
▼
高
校
生
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
応

募
で
き
ま
す
。

テ
ー
マ
▼
税
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
結
構
で

す
。
次
に
例
示
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
と
ら

わ
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
税
や
税
務
署
に
つ
い
て
の
意
見

○
税
に
関
し
て
学
習
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
意

見
や
感
想

○
税
務
署
や
公
共
的
な
施
設
を
見
学
し
た
こ
と

が
あ
れ
ば
そ
の
体
験
や
印
象

○
税
に
つ
い
て
の
家
族
の
体
験
談
や
周
り
の
方

の
話
を
聞
い
て
、
自
分
が
考
え
た
こ
と

応
募
点
数
と
字
数
▼

１
人
１
編
　
３，

０
０
０
字
以
内

な
お
、
作
文
の
冒
頭
に
題
名
、
氏
名
、
学

校
名
、
学
年
を
、
末
尾
に
応
募
者
の
住
所
、

学
校
の
住
所
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
の
締
切
▼
９
月
７
日
（金）
ま
で
に
最
寄
り
の

税
務
署
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰
▼
優
秀
作
品
に
は
、
賞
状
と
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
す
。

か
ん
ぽ
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

作
文
の
テ
ー
マ
▼

【
課
題
Ａ
】
簡
易
保
険
（
か
ん
ぽ
）
に
関
係
が

あ
る
も
の

【
課
題
Ｂ
】
わ
た
し
の
21
世
紀

【
自
由
題
】
日
ご
ろ
、
考
え
て
い
る
こ
と
、
思

っ
て
い
る
こ
と
、
感
動
し
た
こ
と

な
ど

募
集
期
間
▼
５
月
１
日
（火）
〜
７
月
２
日
（月）

応
募
資
格
▼
小
学
校
５
・
６
年
生
、

中
学
校
１
・
２
・
３
年
生

主
催
▼
郵
政
事
業
庁

後
援
▼
文
部
科
学
省
、
都
道
府
県
、
日
本
科
学

未
来
館
ほ
か

賞
▼
郵
政
事
業
庁
長
官
賞
、
文
部
科
学
大
臣
奨

励
賞
な
ど

入
選
発
表
▼
10
月
ご
ろ

※
く
わ
し
く
は
、
か
ん
ぽ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://kam
po.go.jp

）
を
ご
覧
に
な
る
か
、

お
近
く
の
郵
便
局
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

誰
で
も
参
加
で
き
る
点
字
通
信
講
座

点
字
を
全
く
知
ら
な
い
方
を
対
象
に
、
テ
キ

ス
ト
に
そ
っ
て
点
字
を
打
っ
て
い
た
だ
き
、
郵

送
さ
れ
た
も
の
を
添
削
し
て
送
り
返
す
方
式
で

点
字
を
マ
ス
タ
ー
す
る
と
こ
ろ
ま
で
ご
指
導
し

ま
す
。

主
催
▼
市
川
点
字
図
書
館
通
信
部

期
間
▼
７
月
20
日
か
ら
１
年
間

（
期
間
中
何
回
で
も
添
削
を
受
け
る
こ
と

石
川
県
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー

モ
デ
ル
事
業
参
加
者
募
集

犬
と
上
手
に
暮
ら
す
た
め
の
基
本
を
学
ん
だ

り
、
将
来
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
に
参
加
で
き
る

ふ
れ
あ
い
の
犬
を
養
成
す
る
講
座
が
内
灘
町
で

開
か
れ
ま
す
。

Ａ．

ふ
れ
あ
い
犬
養
成
講
座

（
犬
を
伴
わ
な
い
で
の
し
つ
け
方
教
室
）

日
時
▼
６
月
16
日
（土）

午
後
１
時
〜
３
時

場
所
▼
内
灘
町
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
犬
の
し
つ
け
方
と
模
範
犬
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン

対
象
▼
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
・
犬
を
飼
う
予
定
の

方
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

Ｂ．

ふ
れ
あ
い
犬
特
別
養
成
講
座

（
犬
を
伴
っ
て
の
し
つ
け
方
教
室

６
回
コ
ー
ス
）

日
時
▼
①
６
月
29
日
（金）

②
７
月
６
日
（金）

③
７
月
13
日
（金）

④
７
月
19
日
（木）

⑤
７
月
27
日
（金）

⑥
８
月
３
日
（金）

午
前
10
時
〜
12
時

場
所
▼
内
灘
町
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
飼
い
主
が
犬
を
連
れ
て
参
加
し
、
実
際

に
自
分
の
犬
に
し
つ
け
を
行
い
ま
す
。

対
象
▼
原
則
と
し
て
Ａ
の
講
座
に
参
加
さ
れ
た

飼
い
主
の
中
か
ら
希
望
者
を
８
組
程
度
選
抜

い
た
し
ま
す
。

主
催
▼
石
川
県
南
加
賀
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
６
１
―
２
２
―
０
７
９
３

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
（
Ａ
講
座
）
▼

電
話
で
内
灘
町
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

☎
２
８
６
―
６
１
０
１

が
で
き
ま
す
。
郵
送
料
は
全
国
ど
こ
か

ら
で
も
無
料
で
す
）

費
用
▼
１
２，

８
０
０
円
（
点
字
指
導
料
、
点

訳
テ
キ
ス
ト
、
点
字
練
習
器
、
点
字
用
紙
、

補
助
教
材
、
及
び
教
材
送
料
を
含
む
）

申
し
込
み
▼
７
月
15
日
ま
で

ハ
ガ
キ
に
資
料
請
求
と
書
き
左
記
住
所
宛
に

お
送
り
く
だ
さ
い
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
可
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

市
川
点
字
図
書
館
通
信
部

〒
１
０
８
―
０
０
１
４

東
京
都
港
区
芝
４
―
７
―
６
尾
家
ビ
ル
１
階

☎
・
FAX
０
３
―
５
４
３
９
―
６
７
７
２

中
小
企
業
大
学
校
瀬
戸
校
受
講
者
募
集

研
修
テ
ー
マ
▼
「
経
営
に
活
か
す
キ
ャ
ッ
シ

ュ
・
フ
ロ
ー
の
考
え
方
」（
コ
ー
ス
番
号
01
―
16
）

〜
キ
ャ
ッ
シ
ュ
重
視
で
体
質
改
善
〜

研
修
期
間
▼
８
月
７
日
（火）
〜
10
日
（金）

受
講
料
▼
３
０，

０
０
０
円
（
税
込
み
）

申
込
締
切
日
▼
６
月
26
日
（火）

定
員
▼
30
名

問
い
合
わ
せ
先
▼

中
小
企
業
大
学
校
瀬
戸
校
　
研
修
課

〒
４
８
９
―
０
０
０
１

愛
知
県
瀬
戸
市
川
平
町
79
番
地

☎
０
５
６
１
―
４
８
―
３
４
０
０

FAX
０
５
６
１
―
４
８
―
２
２
２
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://in
st.jasm

ec.g
o
.jp
/seto

/
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■
「
寄
付
金
」
の
お
支
払
い
方
法

毎
月
、
電
気
料
金
の
口
座
振
替
と
同
時
に

寄
付
金
も
振
替
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
グ
リ
ー
ン
ラ
ベ
ル

「
寄
付
金
」
を
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
方

に
は
、
ご
協
力
者
の
し
る
し
と
し
て
「
グ
リ

ー
ン
ラ
ベ
ル
」
を
発
行
し
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
最
寄
り
の
北
陸
電

力
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
活
科
学
コ
ー
ナ
ー

「
格
安
国
内
パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
」

に

参

加

す

る

と

き

は

価
格
だ
け
で
な
く
、
内
容
の
伴
っ
た
旅
行
を

目
指
し
て
各
社
が
力
を
入
れ
て
い
る
と
い
う
の

が
最
近
流
行
の
「
格
安
国
内
パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
」

で
す
。
楽
し
い
旅
行
を
す
る
た
め
に
”パ
ッ
ク

ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
た
め
に
気
を
つ
け
て
お
き

北
電
か
ら
の
お
知
ら
せ

環
境
を
守
る
た
め
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

〜「
北
陸
グ
リ
ー
ン
電
力
基
金
」

募
集
の
ご
案
内
〜

環
境
に
よ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
、
太
陽
光
や
風
な
ど
自
然
の
力

を
利
用
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
づ

く
り
が
世
界
中
で
進
め
ら
れ
て
お

り
、
北
陸
電
力
で
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
を
よ
り

普
及
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
昨
年
10
月
１
日
か

ら
「
北
陸
グ
リ
ー
ン
電
力
基
金
」
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
あ
た
た
か
い

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
「
基
金
」
の
シ
ス
テ
ム

北
陸
電
力
が
窓
口
と
な
っ
て
お
申
し
込
み

い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
（財）
北
陸
産
業
活
性

化
セ
ン
タ
ー
（
北
陸
地
域
の
産
業
発
展
に
寄

与
す
る
公
益
団
体
）
が
公
正
中
立
な
立
場
で

管
理
し
、
新
た
に
建
設
さ
れ
る
太
陽
光
発
電

（
公
共
用
）
や
大
規
模
風
力
発
電
施
設
へ
の

助
成
金
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

■
「
寄
付
金
」
の
お
申
し
込
み
方
法

所
定
の
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
最
寄
り

の
北
陸
電
力
窓
口
ま
で
提
出
く
だ
さ
い
。
毎

月
一
口
５
０
０
円
か
ら
何
口
で
も
お
申
込
み

い
た
だ
け
ま
す
。
で
き
る
だ
け
１
年
以
上
の

ご
継
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
お
申
込
み
は
、
電
気
料
金
を
口
座
振
替
で
お
支

払
い
の
お
客
様
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
い
こ
と
“
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

”契
約
の
成
立
は
い
つ
？
“
”催
行
中
止
の
連

絡
は
い
つ
ま
で
に
来
る
？
“
な
ど
旅
行
に
関
し

て
の
疑
問
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
以
下
に
大
事
な

項
目
を
挙
げ
て
み
ま
し
た
。

◎
『
旅
行
条
件
書
』
は
必
ず
読
む
。
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
裏
面
な
ど
の
、
旅
行
条
件
書
に
は
、

取
り
消
し
料
が
い
つ
か
ら
発
生
す
る
か
、

「
旅
程
保
証
」
に
つ
い
て
の
こ
と
な
ど
、
旅

行
契
約
に
関
す
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
申
し
込
む
前
に
必
ず
目
を
と
お
し
ま
し

ょ
う
。

◎
ツ
ア
ー
の
主
催
旅
行
会
社
と
登
録
番
号
を
確

認
す
る
。
契
約
の
相
手
と
な
る
主
催
旅
行
会

社
の
名
前
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
裏
面
な
ど
に
目

立
つ
よ
う
表
示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
国
内
パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
第
１
種
と
第
２
種
の
旅
行
業
者

だ
け
で
す
。
旅
行
業
登
録
番
号
と
種
別
も
チ

ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

◎
契
約
が
成
立
す
る
の
は
申
込
金
を
支
払
っ
た

後
。
主
催
旅
行
契
約
が
成
立
す
る
の
は
申
込

金
や
旅
行
代
金
を
支
払
っ
た
と
き
で
す
。
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
も
含
み
ま
す
。
電
話

な
ど
で
も
予
約
は
で
き
ま
す
が
、
決
ま
っ
た

期
間
内
に
申
込
書
の
提
出
と
申
込
金
の
支
払

い
が
な
い
と
、
予
約
は
な
か
っ
た
も
の
と
し

て
扱
わ
れ
ま
す
。

◎
催
行
中
止
の
通
知
に
も
決
ま
り
が
あ
る
。
最

少
催
行
人
員
に
達
し
な
い
な
ど
の
理
由
で
ツ

ア
ー
が
中
止
さ
れ
る
場
合
、
国
内
旅
行
で
は

旅
行
前
日
か
ら
起
算
し
て
13
日
目
に
あ
た
る

日
よ
り
前
に
（
日
帰
り
旅
行
で
は
３
日
目
に

あ
た
る
日
よ
り
前
に
）
通
知
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

◎
特
別
保
証
と
旅
程
保
証
に
つ
い
て

主
催
旅
行
の
場
合
、
業
者
の
法
的
な
責
任

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
身
体
・
携
帯
品
に

被
っ
た
一
定
の
損
害
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ

め
定
め
ら
れ
た
範
囲
で
保
証
金
が
支
払
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
特
別
保

証
で
す
。
一
方
、
旅
程
保
証
と
は
、
重
要
な

旅
程
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
変
更
保
証
金

を
払
う
制
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

石
川
県
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
２
―
６
１
１
０

世

界

禁

煙

デ

ー

５
月
31
日
は
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
で
、
６
月

６
日
ま
で
の
１
週
間
を
禁
煙
週
間
と
し
て
い
ま

す
。「

た
ば
こ
」
の
煙
は
、
本
人
が
吸
う
煙
よ
り

も
、
置
い
て
い
る
時
に
「
た
ば
こ
」
の
先
か
ら

で
る
煙
の
方
が
、
本
人
が
吸
う
約
３
倍
か
ら
数

十
倍
も
の
ニ
コ
チ
ン
や
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
が
含

ま
れ
て
お
り
、
体
や
服
に
臭
い
が
つ
く
な
ど
の

不
快
感
を
与
え
る
ほ
か
、
目
や
鼻
の
痛
み
を
お

こ
し
、
慢
性
の
影
響
と
し
て
心
臓
や
肺
の
病
気

に
か
か
り
や
す
く
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
煙
環
境
を
見
直
し
、
た
ば
こ

を
吸
う
場
所
を
決
め
る
、
換
気
扇
等
を
設
置
す

る
、
吸
う
時
間
を
決
め
て
換
気
す
る
な
ど
、
出

来
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

グリーンラベルの発行�

北陸電力�

参加者� 寄付� 助成� 太陽光・風力発電�北電からも�
寄付�

電気の購入�

（
財
）北
陸
産
業�

活
性
化
セ
ン
タ
ー�

（
財
）北
陸
産
業�

活
性
化
セ
ン
タ
ー�
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石
川
高
専
公
開
講
座
の
ご
案
内

「
デ
ィ
ジ
タ
ル
信
号
処
理
技
術
入
門
」

対
象
者
▼
技
術
者
の
方

開
講
日
・
場
所
▼

７
月
25
日
（水）
・
26
日
（木）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

石
川
工
業
高
等
専
門
学
校
　
ト
ラ
イ
ア
ル
研

究
セ
ン
タ
ー
演
習
室

定
員
▼
10
人

受
講
料
▼
５，

８
０
０
円

申
込
方
法
▼
７
月
11
日
（水）
締
切
。
ポ
ス
タ
ー
裏

の
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

封
書
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

〒
９
２
９
―
０
３
９
２

石
川
県
河
北
郡
津
幡
町
字
北
中
条
タ
１

石
川
工
業
高
等
専
門
学
校
　
庶
務
課
専
門
職
員

FAX
２
８
８
―
８
０
１
４

☎
２
８
８
―
８
０
１
７

個
人
債
務
者
の
再
生
手
続
に
つ
い
て

本
年
４
月
か
ら
個
人
を
対
象
と
し
た
再
生
手

続
の
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
再
生
手
続
に
は
、
①
商
店
主
や
農
家
な

ど
の
個
人
事
業
者
等
を
対
象
と
す
る
小
規
模
個

人
再
生
と
②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
を
対
象
と
す

る
給
与
所
得
者
等
再
生
の
２
つ
の
手
続
が
あ
り

ま
す
。

ど
ち
ら
も
、
お
金
を
貸
し
た
人
な
ど
の
理
解

や
協
力
を
得
た
上
で
、
借
金
の
あ
る
人
が
自
主

的
か
つ
主
体
的
に
手
続
を
進
め
、
そ
の
人
の
将

来
の
収
入
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
借
入
れ
の
う
ち

一
定
額
を
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
残
り
の
支

払
の
免
除
を
受
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

金
沢
地
方
裁
判
所
☎
２
６
２
―
３
２
２
１

在
宅
保
健
・
医
療
有
資
格
者

登

録

の

お

願

い

石
川
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健

婦
（
士
）
・
助
産
婦
・
看
護
婦
（
士
）
・
管
理

栄
養
士
・
栄
養
士
・
作
業
療
法
士
・
理
学
療
法

士
・
歯
科
衛
生
士
・
言
語
療
法
士
・
臨
床
検
査

技
師
等
の
資
格
を
有
し
、
現
在
就
労
し
て
い
な

い
方
の
名
簿
を
作
成
し
、
公
衆
衛
生
活
動
に
従

事
し
て
い
た
だ
け
る
人
材
の
発
掘
・
研
修
事
業

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
石
川
中
央
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
企
画
調
整
課
へ
ご
連
絡
願
い
ま

す
。

連
絡
先
▼
☎
２
７
５
―
２
２
５
１

FAX
２
７
５
―
２
２
５
７

平
成
13
年
度
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

石
川
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
河
北
地
域
セ

ン
タ
ー
で
は
、
多
く
の
方
々
に
、
心
の
健
康
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
心
の
病

気
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
て
、
地
域
に
お
け

る
心
の
病
気
を
持
つ
方
を
支
援
し
て
い
た
だ
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
講
座
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

対
象
者
▼
心
の
健
康
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
関
心
の
あ
る
方

内
容
▼

会
場
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

石
川
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
河
北
地
域
セ

ン
タ
ー
（
旧
津
幡
保
健
所
）

津
幡
町
字
中
橋
ロ
１
―
１

☎
２
８
９
―
２
１
７
７

FAX
２
８
９
―
２
１
７
８

受
講
を
ご
希
望
の
方
は
右
記
あ
て
、
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

受
講
料
▼
無
料

締
め
切
り
▼
６
月
14
日
（木）

「
夢
み
ど
り
い
し
か
わ
２
０
０
１
」

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

募

集

活
動
の
種
類
と
内
容
▼

①
花
み
ど
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
平
日
15
名
、
休

日
20
名
予
定
）

②
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
平
日
23
名
、
休

日
26
名
予
定
）

活
動
期
間
▼
９
月
８
日
（土）
〜
11
月
11
日
（日）

活
動
場
所
▼
金
沢
城
址
会
場
（
金
沢
城
址
公
園
）

応
募
期
間
▼
４
月
２
日
（月）
〜
６
月
29
日
（金）

（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

・
〒
９
２
０
―
８
５
５
７

金
沢
市
本
多
町
３
丁
目
１
番
10
号

石
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
内
　
石
川
県
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
「
緑
化
フ
ェ
ア
係
」

☎
２
３
４
―
１
６
１
６

FAX
２
２
２
―
８
９
０
０

・
〒
９
２
０
―
０
９
６
３

金
沢
市
出
羽
町
２
番
１
号

第
18
回
全
国
都
市
緑
化
い
し
か
わ
フ
ェ
ア

実
行
委
員
会
事
務
局

☎
２
６
１
―
１
５
１
２

FAX
２
６
１
―
０
５
０
５

﹇
い
ず
れ
も
受
付
時
間：

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）﹈

会
場
内
花
壇
の
簡
単
な
手
入
れ
や
、
花
緑
案
内

サ
ー
ビ
ス
の
補
助
等

車
椅
子
・
ベ
ビ
ー
カ
ー
な
ど
の
貸
出
し
の
補
助

や
、
車
椅
子
利
用
者
等
の
介
助

実施日� 講座内容�

６月21日（木）�
13：30～16：00�
�

開講式・オリエンテーション�
講話「心の健康と病気」�
　かとうクリニック院長　加藤佐敏�
�

�
1�
�

6月27日（水）�
13：30～15：30�
�

講話「思春期の子ども達を理解しよう」�
　講師：交渉中�

�
2�
�

7月 4日（水）�
13：30～15：30�
�

講話「心の声を聴こう」�
　浅ノ川総合病院看護部長　山中孝子�
�

�
3�
�

7月11日（水）�
13：30～15：30�
�

講話「家族の思い」�
　けやきの森家族会　紺谷徳子�
�

�
4�
�

7月18日（水）�
10：00～14：00�
�

講話「地域精神保健福祉の現状と課題」�
ひまわり共同作業所見学�
講話「ひまわり友の会活動について」�

�
5�
�
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第
25
回

町
民
夏
ま
つ
り
出
店
募
集
!!

夏
ま
つ
り
で
の
出
店
を
募
集
し
ま
す
。
内
灘

町
民
で
あ
れ
ば
、
団
体
・
個
人
に
か
か
わ
ら
ず

参
加
で
き
ま
す
。
な
お
、
出
店
に
関
す
る
経
費

（
テ
ン
ト
設
営
費
・
電
気
仮
設
工
事
・
ご
み
収

集
料
）
と
し
て
、
１
５，

０
０
０
円
が
参
加
者

負
担
に
な
り
ま
す
。

※
使
用
電
力
が
規
定
以
上
に
必
要
な
場
合
は
、

別
途
追
加
料
金
を
申
し
受
け
ま
す
。

今
年
の
町
民
夏
ま
つ
り
は

８
月
４
日
（土）
開
催
予
定
で
す
。

申
込
受
付
期
間
▼
６
月
20
日
（水）
〜
29
日
（金）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼
夏
ま
つ
り
実
行
委
員

会
☎
２
８
６
―
６
７
１
６
（
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
内
）

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

花
火
広
告
ス
ポ
ン
サ
ー
募
集
!!

内
灘
町
商
工
会
青
年
部
で
は
、
夏
ま
つ
り
の

夜
空
を
彩
る
「
花
火
大
会
」
を
今
年
も
次
の
通

り
企
画
し
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
花
火
広

告
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

と
　
き
▼
８
月
４
日
（土）

午
後
８
時
〜

と
こ
ろ
▼
内
灘
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
付
近

河
北
潟
堤
防
か
ら
打
ち
上
げ

申
込
先
▼
内
灘
町
商
工
会
青
年
部

☎
２
８
６
―
４
２
０
０

FAX
２
８
６
―
４
２
９
０

締
切
日
▼
６
月
27
日
（水）

（世界留学生交流・いしかわ2001）�（世界留学生交流・いしかわ2001）�
石
川
県
を
舞
台
に
日
本
で
学
ぶ
外
国
人
留
学
生
と
県
民
と
の
ふ
れ
あ
い
の
た
め
の
ジ
ャ
パ

ン
テ
ン
ト
が
今
年
も
次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

人
が
国
境
を
越
え
て
集
い
、
心
を
開
い
て
語
り
合
い
、
21
世
紀
の
夢
や
希
望
、
そ
し
て
日

本
の
文
化
や
社
会
、
生
活
な
ど
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
県
内
各
市
町
村
を

舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

内
灘
町
で
は
、
ジ
ャ
パ
ン
テ
ン
ト
に
参
加
す
る
外
国
人
留
学
生
の
お
世
話
を
し
て
い
た
だ

く
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

※
留
学
生
は
ほ
と
ん
ど
日
本
語
が
話
せ
ま
す
の
で
、
言
葉
の
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。
初
め
て
の
方
で
も

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
新
し
い
「
出
会
い
」
が
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間
▼
７
月
31
日
（火）
〜
８
月
３
日
（金）

（
３
泊
４
日
）

募

集

家

庭

数
▼
14
家
庭

募
　
集
　
期
　
限
▼
６
月
15
日
（金）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
▼
生
涯
学
習
課

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流

ド
イ
ツ
と
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
交
流

を
深
め
る
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流
事

業
が
、
次
の
日
程
で
行
わ
れ
、
17
歳
か
ら
20
歳

ま
で
の
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
グ
ル
ー
プ

が
本
町
を
訪
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
ド
イ
ツ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流

を
お
世
話
し
て
い
た
だ
く
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

同
少
年
団
は
、
福
井
県
か
ら
石
川
県
、
富
山

県
、
新
潟
県
、
長
野
県
を
訪
問
し
、
そ
の
交
流

の
中
で
日
本
の
少
年
ス
ポ
ー
ツ
の
実
情
や
若
者

た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
を
学
ぶ
予
定
で

す
。
ス
ポ
ー
ツ
好
き
な
明
る
い
団
員
ば
か
り
で

す
の
で
、
楽
し
い
交
流
が
で
き
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

※
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
は
、
あ
ま
り
日
本
語
が
話
せ

ま
せ
ん
が
、
常
に
通
訳
と
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
受
け
入
れ
の
た
め
の
資
料
も
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

内
灘
町
滞
在
期
間
▼

７
月
28
日
（土）
〜
31
日
（火）

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間
▼

７
月
29
日
（日）
〜
31
日
（火）
（
２
泊
３
日
）

募
集
家
庭
数
▼
６
家
庭

募
集
期
限
▼
６
月
15
日
（金）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
▼
生
涯
学
習
課
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手
づ
く
り
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

「
ト
ト
ロ
の
家
」
が
開
設

鶴
ヶ
丘
４
丁
目
の
清
湖
小
学
校
の
近

く
に
４
月
８
日
、
手
づ
く
り
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
「
ト
ト
ロ
の
家
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。こ

こ
で
は
、
地
域
住
民
憩
い
の
場
と

し
て
、
ひ
と
り
住
ま
い
の
方
や
高
齢
者

の
方
、
身
体
の
不
自
由
な
方
、
子
ど
も

さ
ん
の
一
時
預
か
り
な
ど
、
助
け
合
い

の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

開
設
し
て
お
り
ま
す
。

一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
く

よ
う
、
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
の
で
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
設
日
▼
毎
週
木
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

参
加
費
▼
１
日
５
０
０
円
（
昼
食
付
）

昼
食
な
し
で
半
日
の
場
合
は

２
０
０
円
で
す
。

併
せ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募

っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
少
し
の
時
間

を
地
域
の
方
々
の
た
め
に
使
っ
て
み
ま

せ
ん
か
、
ぜ
ひ
一
度
ご
来
所
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

「
ト
ト
ロ
の
家
」
松
谷
ま
で

☎
２
８
６
―
５
３
７
３

携
帯
０
９
０
―
２
８
３
５
―
７
８
２
４

神社�

医科大�
　　→�

眼鏡店�

東京ストア�

ボングー�

ESSO

北川金物店�

↑能登有料道路�

清湖小学校�

ここです�

は
つ
ら
つ
健
診

毎
年
受
け
よ
う
！

健
康
大
好
き
家
族
の
総
合
集
団
健
診

日曜検診�

★郵送される個人票及び、検診票をもって、直接会場へおいでください。（ご家族の分が一緒に同封されています。ご確認ください。）�
　自己負担金：胃がん900円、子宮がん700円、肺がん喀痰検査400円、大腸がん300円、�
　骨密度測定1,000円、マンモグラフィ（乳房X-P）1,000円�
★次の方は自己負担金が免除されますので受付に申し出てください。　◎70歳以上の方　　◎○老医療受給者証を提示される方　◎生活保護の方�
★大腸がん容器を保健センターで事前配布いたします。詳細は個人通知のちらしをご確認ください�
★マンモグラフィ、骨密度測定は各日30人までの実施予定です。希望者は事前の予約が必要です。�

職場等で同様の健診を受けていない方は、ぜひお受けください。�

実　施　日� 会　　　場�
8：30～11：00 女　性　検　診�8：00～11：00（※胃がん検診は10：00まで）�

基本健診・結核検診�
肺がん・胃がん・大腸がん検診�

7：30～11：00（※胃がん検診は10：00まで）�

基本健診・結核検診�
肺がん・胃がん・大腸がん検診�

子宮がん検診�
乳・甲状腺視触診�

マンモグラフィ�
（乳房Ｘ-Ｐ）�

骨密度測定�

実　施　日� 会　　　場� 子宮がん検診�
乳・甲状腺視触診�

マンモグラフィ�
（乳房Ｘ-Ｐ）�

骨密度測定�

６月26日（火）�
６月27日（水）�
６月28日（木）�
６月29日（金）�
７月02日（月）�
７月03日（火）�
７月04日（水）�
７月05日（木）�
７月06日（金）�
７月09日（月）�

保健センター�
鶴ヶ丘北公民館�
鶴ヶ丘西公民館�
宮坂公民館�
西荒屋公民館�
室 公 民 館 �
アカシア公民館�
向粟崎公民館�
旭ヶ丘公民館�
向陽台公民館�

○� ○� ○� －�
○� ○� －� ○�
○� ○� ○� －�
○� ○� ○� －�
○� ○� －� ○�
○� ○� －� ○�
○� ○� －� ○�
○� ○� ○� －�
○� ○� ○� －�
○� ○� －� ○�
○� ○� －� ○�
○� ○� ○� －�
○� ○� ○� －�

７月10日（火）�
７月11日（水）�
７月12日（木）�

千鳥台公民館�
緑台公民館�
大根布公民館�

8：00～11：00 女　性　検　診�

保健センター�
保健センター�

○�
○�

○� －� ○�
○� ○�○�

７月15日（日）�
７月22日（日）�

がん検診を医療機関で受けたい方は、次の施設がん検診をご利用ください。�

（注）施設がん検診は、受診希望の医療機関で予約してください。�
がん検診の自己負担金は直接医療機関でお支払いください。なお金沢医科大学病院の予約は別館７階健康�
管理センター（☎直通286-4109）までご連絡ください。�

40～64歳の�
あなたが受ける�

施設がん検診�

30歳以上の�
女性のための�

子宮がん施設�
検診�

と　き／5月1日～8月31日（診療時間内）�
ところ／町内の指定医療機関・金沢医科大学病院�
内　容／胃がん検診（自己負担金　2,000円）�
　　　　肺がん検診�
　　　　大腸がん検診� ★生活保護の方は無料です。�

無料�

と　き／5月1日～9月30日（診療時間内）�
ところ／藤井産婦人科医院・めぐみクリニック�
　　　　金沢医科大学病院�
内　容／子宮頸部の細胞診および内診�
　　　　　（自己負担金　1,200円）�★生活保護の方は無料です。�

★どの会場でも受けることができますので都合の良い日にお受けください。�
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児
童
手
当
現
況
届
を
出
し
ま
し
ょ
う
！

６
月
は
、
児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
月
で
す
。

こ
の
届
は
、
児
童
手
当
受
給
者
の
方
の
６
月
１

日
現
在
の
現
況
を
審
査
し
、
６
月
分
か
ら
の
児

童
手
当
の
支
給
を
決
定
す
る
大
切
な
も
の
で

す
。
届
の
な
い
場
合
、
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、

６
月
分
か
ら
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
、

必
ず
６
月
中
に
町
民
生
活
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
用
紙
は
受
給
者
宛
郵
送
し
て
あ
り
ま
す
）

ま
た
、
ま
だ
認
定
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
、

昨
年
所
得
制
限
等
で
手
当
停
止
に
な
っ
た
方
で

今
年
所
得
変
動
の
あ
っ
た
方
も
、
町
民
生
活
課

窓
口
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
生
活
課

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ

り

ま

せ

ん

か

？

●
口
座
振
替
が
便
利
で
す

○
あ
な
た
の
指
定
さ
れ
た
預
金
口
座
か
ら
、
自

動
的
に
払
い
込
ま
れ
る
の
で
、
納
め
忘
れ
が

な
く
安
心
で
す
。

○
納
付
の
た
び
に
金
融
機
関
に
出
向
く
必
要
が

な
く
、
手
間
が
省
け
ま
す
。
仕
事
の
忙
し
い

方
、不
在
が
ち
な
方
な
ど
に
お
す
す
め
で
す
。

○
一
度
手
続
き
を
さ
れ
る
と
、
毎
年
自
動
的
に

継
続
さ
れ
便
利
で
す
。

申
し
込
み
手
続
き
・・・

指
定
の
金
融
機
関
に
、
年
金
手
帳
、
預
金
通

帳
、
届
出
印
、
納
付
案
内
書
を
お
持
ち
に
な

っ
て
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

●
振
込
通
知
書
は
大
切
に
!!

年
金
を
口
座
振
込
に
よ
り
受
け
と
ら
れ
て
い

る
方
に
は
、
６
月
支
払
期
に
年
金
の
振
込
通
知

書
が
お
手
元
に
届
き
ま
す
。

振
込
通
知
書
の
送
付
は
原
則
年
１
回
で
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
次
の
点
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

１．

支
払
額
に
変
更
が
あ
れ
ば
、
そ
の
都
度
改

め
て
振
込
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

２．

通
知
書
の
送
付
は
年
１
回
で
す
が
、
年
金

の
振
込
み
は
年
６
回
偶
数
月
の
原
則
15
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
忘
れ
ず
に
届
出
し
ま
し
ょ
う
!!

年
金
を
受
給
中
の
方
も
、
次
の
よ
う
な
と
き

は
届
出
が
必
要
で
す
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き→

住
所
変
更
届

・
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き→
氏
名
変
更
届

・
年
金
受
給
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き→

年
金
受
給
権
者
死
亡
届

・
年
金
証
書
を
無
く
し
た
と
き→

年
金
証
書
再
交
付
申
請
書

国
民
年
金
の
標
語
大
募
集

平
成
13
年
度
の
国
民
年
金
に
関
す
る
標
語
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

特
選
の
作
品
は
、
１
年
間
、
国
民
年
金
の
各

種
行
事
に
使
用
さ
れ
る
ほ
か
、
入
選
者
に
も
表

彰
状
と
記
念
品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

昨
年
度
の
特
選
作
品

納
め
て
支
え
る
国
民
年
金

い
つ
か
あ
な
た
も
支
え
ら
れ

応
募
方
法
▼
官
製
は
が
き
に
、
標
語
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
次
の

あ
て
先
ま
で
。

あ
て
先
▼

〒
９
２
０
―
８
６
２
６

金
沢
市
鳴
和
１
―
17
―
30

石
川
社
会
保
険
事
務
局
「
国
民
年
金
標
語
」
係

応
募
期
限
▼
７
月
31
日
（火）

当
日
消
印
有
効

65
歳
か
ら
医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

内
灘
町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
１
日

生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）
か
ら
か
か
っ
た
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
該
当
者
▼
昭
和
11
年
７
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方

注：

老
人
保
健
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
方

（
70
歳
以
上
の
方
及
び
65
歳
以
上
の
障
害

認
定
を
受
け
た
方
）
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

申
請
受
付
開
始
日
▼
６
月
18
日
（月）

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
▼
印
鑑
、
健
康
保
険

証
、
銀
行
預
金
通
帳
（
受
給
者
本
人
の
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険
（
社
会
保

険
・
共
済
等
）
に
加
入
の
方
も
申
請
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
保
険
年
金
課

Q&A● ● ● ● ● ●Q&A● ● ● ● ● ●Q&A● ● ● ● ● ●Q&A●●● ●●●Q&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●

●
●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●

●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
Q
&
A
●
●
●
●

●
●

今
月
の
20
日
で
勤
め
て
い
た
会

社
を
辞
め
、
国
民
年
金
の
被
保
険

者
と
な
る
者
で
す
。
公
的
年
金
は

月
単
位
で
期
間
を
計
算
す
る
そ
う

で
す
が
、
私
の
場
合
、
会
社
を
辞

め
た
月
は
厚
生
年
金
・
国
民
年
金

の
ど
ち
ら
の
被
保
険
者
期
間
と
し

て
計
算
さ
れ
す
か
？

厚
生
年
金
の
被
保

険
者
期
間
は
厚
生
年

金
の
資
格
を
喪
失
し

た
月
（
退
職
日
の
翌

日
の
含
ま
れ
る
月
）

の
前
月
分
ま
で
計
算

さ
れ
、
国
民
年
金
の

資
格
を
取
得
し
た
月

は
国
民
年
金
の
被
保

険
者
期
間
と
し
て
計

算
さ
れ
ま
す
。

そ
の
月
は
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者
期
間
と
し

て
扱
わ
れ
ま
す
。

ＱＱＱＱ

ＡＡＡＡ

（注１） 厚生年金の資格喪失日は退職日の翌日であり、資格喪失
月は資格喪失日の含まれる月になります、したがって、
上記のように月途中の退職であれば、退職した月と資格
喪失月は同月になりますが、月の末日に退職した場合は
翌月の１日が資格喪失日となるため、退職した月の翌月
が資格喪失月になります。�

（注２） 被保険者期間の数え方（資格取得月から資格喪失月の前
月まで）は、全制度共通です。�

４月�

厚生年金被保険者� 国民年金被保険者�

５月     ６月�

20日で退職した人は、�
21日が資格喪失日�
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暮
ら
し
の
情
報

知 っ 得 情 報
不用品リサイクル登録情報

●譲って下さい（希望品）
ビデオデッキ、電子レンジ、25インチカラーテレビ、
カラオケセット、応接セット（皮製のもの）、本棚、
冷蔵庫（2ドア）、大人用かご付き自転車26インチ、
原付バイク、ミニコンポ、足ふみミシン、
ベビーフェンス、ワンタッチチェア、
書道セット、県営住宅用ふろ釜、
ガス給湯器、
内灘中学校男子制服（175cm、160cm）、
町内保育所制服（M、Ｌ、L～LL）、
清湖小学校女児制服上下（サイズ120～130）

●譲ります（提供品）
七宝焼きの道具一式（電気炉、絵の具等）、
シングルベッド（木目）、パイプベッド、
テレビ台、シングルベッド（木製）、
こたつ、チェストタンス、整理ダンス（8段）、
電気もちつき機、ダブルハンガーラック、
1人用洋服ダンス、ベビーベッド2件、
子ども用2段ベッド、クーハン、
ダブルベッド、ヤマハエレクトーン
ベビー服（男の子用70～80cm）
ベビーズック（15cm）

○希望者・提供者の品物が合えば、希望者に提供者をご紹介
いたします。
登録期間は６ヶ月です。希望者の方に、提供者のお宅まで
引き取りに行っていただきます。

○登録できる品物　家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、
音楽用品、ベビー用品、制服（町内小中学校）

○無料での提供のみお取扱いします。

希望者、提供者の方の登録をお待ちしています！！

（5月24日まで受付分）

希望者� 提供者�交渉成立�

町民生活課�

紹介�

登
　
録�

登
　
録�

不用品リサイクルの登録情報は内灘町のホームページでもご覧いただけます。
http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku

◇登録、問い合わせ先　町民生活課　☎286－6701

６
月
の
は
ま
な
す
大
学

▼
日
　
時
　
６
月
15
日
（金）

午
後
１
時
30
分
〜
　

▼
場
　
所
　
文
化
会
館
３
階
視
聴
覚
室

▼
テ
ー
マ
　
「
生
死
を
超
え
る
道
」

▼
講
　
師
　
具
足
舎
々
主
　
林
　
暁
宇
　
氏

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談

（
秘
密
厳
守
・
無
料
）

相
隣
関
係
、
家
庭
、
相
続
、
登
記
、

交
通
安
全
、
税
金
、
年
金
、
消
費
生
活
、

役
所
の
窓
口
、
公
共
施
設
な
ど

と
こ
ろ
▼
内
灘
町
働
く
婦
人
の
家

と
　
き
▼
６
月
15
日
（金）

午
後
１
時
〜
４
時

今
月
の
納
税
納
期
限
　
７
月
２
日
（月）

○
町
・
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

第
１
期

○
国
民
健
康
保
険
税
　
　
　
　
　
第
３
期

町
税
の
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〜
手
続
き
は
簡
単
で
す
〜

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用
印
を
お

持
ち
の
上
、
左
記
の
金
融
機
関
又
は
役
場
窓
口
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
石
川
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・

金
沢
信
用
金
庫
・
興
能
信
用
金
庫
・
石
川
か
ほ
く
農

業
協
同
組
合
・
郵
便
局

問
い
合
わ
せ
先
▼
税
務
課
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

4か月児健診
6月19日（火） 対象 13年 2月生
7月24日（火） 対象 13年 3月生

（時間）13：00～14：00

3才児健診
6月 5日（火）対象10年 2月生
7月10日（火）対象10年 3月生

（時間）13：00～14：00

１才6か月児健診
6月12日（火） 対象 11年11月生
7月17日（火） 対象 11年12月生

（時間）13：00～14：00

ツベルクリン反応検査とBCG接種
6月19日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

6月21日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成13年 2月生

（時間）13：00～14：00

｝
7月24日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

7月26日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成13年 3月生｝

4月から健診の曜日が変わりました。会場・時間等をご確認のうえお越しください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

6月14日（木）
10：30～11：30

みんなで絵本を読む時間

ううううささささここここちちちちゃゃゃゃんんんんルルルルーーーームムムム

今回は、「ゆうたはとも
だち」などゆうたくんシ
リーズなどでみなさんに
親しまれている北山葉子
さんの作品をとりあげま
す。絵本の読みきかせの
ほか「初めての絵本」の紹介もあります。
フリートークもありますので、絵本のこ
とだけでなく、育児のこと他いろいろお
話しください。お母さんだけでもOK。ど
なたでもお気軽においでください。

今月のテーマ

『北山葉子さんの絵本』

赤ちゃん体操と０才児の遊びの教室で
す。発育発達の
相談や子育てア
ドバイスも。お
気軽にご参加く
ださい。

担当：鶴が丘乳児保育園保育士
（子育て支援センター）

すくすく赤ちゃん!!
6月21日（木）

10：00～11：00

0才児の親子あそびの教室

6月20日（水）

6月13日（水）
10：00～11：00
パ ン ダ ク ラ ブ
1～3歳児の遊びの教室

＝みんなで遊ぼう＝
○雨の日を楽しもう！
みんなでリズム遊び♪
＝みんなで考えよう＝
○虫歯にさせない方法
※いつも使っているお子様の歯ブラシ、
タオルを持ってきてください。

献血のお知らせ
6月17日（日）

09：00～12：00 室公民館
13：30～16：00 鶴ヶ丘東公民館

6月27日（水）
09：15～12：00 内灘町役場

ちびっこルーム
7月 4日（水）対象 1才児前後　

（時間）受付・身体計測 13：00～13：30
教　　　　　室 13：30～15：00

（内容）みんなと一緒に手遊び歌遊び
こどもの生活リズムや食事について

今月のテーマ

『七夕かざり』をつくって遊ぼう

＝みんなで楽しもう＝
○ねがいごとかなうかな。
七夕祭り

※ハサミを持ってきてください。



次回のまいどさんは清水さんから誰に
バトンタッチするのかお楽しみに！�

　今月は浜本さんから紹介のあった、加賀友禅
作家 清水恵子さんに登場していただきます。�

このコーナーでは、毎回出場者に次回出場者を
リレー方式で紹介してもらいます。�

清水　恵子 さん�
　（鶴ヶ丘）�

し�みず� けい�こ�

　日本人に一番似合うのはやはり着物だと思うんです。海外

においては日本文化を象徴するものとして認められています

が、日本人の着物離れが進んでいることは非常にさみしい。�

　着物を着るとシャキッとしますし、やさしい気持ちになれ

ると思います。一度袖を通し、良さを知ってもらえればいい

のですが。案外男性の着物は楽なんですよ。はおるだけだか

ら（笑）。�

　８年前に独立して以来、趣味のトレッキング、ハイキング

にもなかなか行けずにいるのが寂しいところです。きれいな

花、良い景色といった自然に触れることは、心を落ち着かせ

てくれ、作品作りの良い刺激にもなりますから。�

　昨年、中部通商産業局長賞を受賞した清水さんより町へ一

言：町民が着物を着て集まれるようなイベントを企画してみ

てはいかがでしょうか。�
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

み ん な の ひ ろ ば

う
ま
れ
た
よ

な
ま
え

住
　
　
所

お
と
う
さ
ん
・
お
か
あ
さ
ん

夷い

藤と
う

光こ
う

樹き

長な
が

島し
ま

修
し
ゅ
う

斗と

藤
本

ふ
じ
も
と

将
し
ょ
う

伍ご

三
輪

み

わ

菜な

月つ
き

中
村

な
か
む
ら

渓け
い

能
田

の

だ

翔
し
ょ
う

中
新

な
か
し
ん

美
優

み

ゆ

高た
か

野の

泰た
い

次じ

網あ
み

涼
り
ょ
う

太た

上か
み

出で

菜
月

な

つ

菅
原

す
が
は
ら

す
み
れ

加
来

か

く

隼は
や

人と

安や
す

田だ

栞
し
お
り

出で

川が
わ

つ
か
さ

池い
け

田だ

優ゆ
う

花か

横
谷

よ
こ
た
に

雅ま
さ

葉よ

恩
道

お
ん
ど
う

り
の

中
村

な
か
む
ら

絵
里
衣

え

り

ぃ

道
端

み
ち
ば
た

祐ゆ
う

貴き

金
山

か
ね
や
ま

詠
美

え

み

阿
部

あ

べ

文あ
や

音ね

和
明
・
周
子

鶴
ヶ
丘
２

睦
・
裕
美

向
粟
崎
１

清
彦
・
綾
美

向
陽
台
２

晴
夫
・
和
美

大
学
２

正
人
・
千
惠

向
粟
崎
５

孝
一
・
亜
紀

千
鳥
台
２

誠
・
典
子

大
根
布
８

光
次
・
沙
合

千
鳥
台
２

孝
次
・
歩

緑
台
１

龍
也
・
昌
子

大
根
布
４

信
宝
・
総
子

千
鳥
台
３

英
裕
・
洋
子

千
鳥
台
３

勝
広
・
和
美

大
清
台

早
則
・
有
里

大
清
台

一
也
・
由
美

向
粟
崎
５

明
博
・
　
嫻

宮
坂

正
樹
・
美
海

鶴
ヶ
丘
５

研
一
・
容
代

緑
台
２

優
・
雅
子

向
陽
台
２

景
錫
・
晃
子

大
学
１

真
也
・
崇

ア
カ
シ
ア
１

今
崎

い
ま
さ
き

拓た
く

登と

北
村

き
た
む
ら

麻
衣

ま

い

中
村

な
か
む
ら

音お
と

葉は

番
匠

ば
ん
し
ょ
う

未
来

み

く

小お

渕ぶ
ち

裕ゆ
う

香か

澤さ
わ

田だ

朋と
も

花か

良
治
・
知
加

旭
ヶ
丘

淳
一
郎
・
由
美
子

千
鳥
台
２

慎
也
・
奈
緒
子

大
根
布
８

秀
樹
・
昌
代

緑
台
１

正
次
・
裕
子

大
学
１

好
志
・
香
織

鶴
ヶ
丘
２

戸
籍
の
窓
5
月
13
日
ま
で
の

届
出
分

（（（（（（（（（

田た

村む
ら

喜
美
子

き

み

こ

鶴
ヶ
丘
５

84
才

澤さ
わ

井い

輝
嘉

て
る
よ
し

向
粟
崎
１

57
才

谷
内

た
に
う
ち

勝か
つ

子こ

室

79
才

小こ

山や
ま

清き
よ

子こ

緑
台
１

91
才

中
村

な
か
む
ら

與
佐
久

よ

さ

く

西
荒
屋

80
才

坪
内

つ
ぼ
う
ち

精
一

せ
い
い
ち

宮
坂

57
才

石い
し

田だ

四し

郎ろ
う

鶴
ヶ
丘
５

76
才

生い
く

田だ

文ふ
み

枝え

宮
坂

49
才

堀
内

ほ
り
う
ち

喜
和
子

き

わ

こ

向
陽
台
２

90
才

小こ

林
ば
や
し

重し
げ

雄お

鶴
ヶ
丘
４

64
才

茶ち
ゃ

野の

下し
た

榮
吉

え
い
き
ち

大
根
布
３

81
才

高
道

た
か
み
ち

隆た
か

夫お

千
鳥
台
２

53
才

け
っ
こ
ん

し
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2001.6.5.（26）
広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報係まで　☎286－6720

向 粟 崎 保 育 所 緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

6月20日（水） 6月21日（木） 6月22日（金）

問い合わせ先　町民生活課　☎286－6701

新聞・雑誌・ダンボールなどの
持込収集 午前7：30～9：00（時間厳守・雨天決行）

ごみ収集カレンダー
1.もえるごみ
毎週月・木曜日（ただし、祝日・振替休日は休み。）

2.もえないごみと資源物

収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎 2 ・ 5 丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴 ヶ 丘 4 丁 目

鶴 ヶ 丘 5 丁 目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

西 荒 屋

室

湖　　　　　　　西

もえないごみ（埋立ごみ） 資源物（リサイクルできるもの）
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�スプレー缶も分別収集しています。�
中身を使い切り、穴をあけて町会のリサイクルへ
出してください。�

6～7月の休日当番医
診療時間　9時～17時30分

日付 病 院 名 住　　　所 T E L

6/17
（日）

6/24
（日）

7/1
（日）

角田医院（内･小） 高松町高松ナ15-1 281-0012

たなべ眼科医院 津幡町北中条8-57-1 289-6340

由雄クリニック（内･循） 津幡町横浜は50-6 288-8584

北谷クリニック（消･外･小･内）高松町高松ア1-1 281-8801

紺井医院（内･小） 内灘町緑台1丁目8 238-1277

山崎耳鼻咽喉科クリニック 七塚町白尾イ44-2 283-7070

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞などで確認してください。
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289
77
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9,158
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内灘町字別人口世帯数 平成13年4月末

向 粟 崎
ア カ シ ア
旭 ケ 丘
緑 台
千 鳥 台
向 陽 台
鶴 ケ 丘 東
鶴ケ丘4丁目
鶴ケ丘5丁目
大 根 布
大 清 台
大 学
ハ マ ナ ス
宮 坂
西 荒 屋

室
湖 西

計
前 月 増 減

区　分
人　　　　口

男 女 総 数
世帯数

 今月は不正改造車防止の強化月間です。�
重点実施期間／６月１日～30日�

 危険です。迷惑です。クルマの不正改造。�
　・不適合なマフラーの装着。�
　・前面、運転者席、助手席側の着色フィルムの貼付。�
　・不適合な灯火の色のクリヤレンズ装着　等。�

問い合わせ先　中部運輸局石川陸運支局整備課☎291－0531

日　　時 6月24日（日）
午前10時～11時30分
（時間厳守・雨天決行）

持込場所 町総合グラウンド内
駐車場（右図参照）

出 し 方 各自持参してください。
持込価格 バイク 150円／本　 普通乗用車 250円／本

中型トラック・ジープ等 500円／本
（ホイル付も同価格です）

注意事項 つり銭のいらないようにお願いします。
事業所の持ち込みはできません。

問い合わせ先 町民生活課　☎286－6701

５月号のわくわくスマイル窓（P.6）の記事の中で単位に誤りがありました。
日本のゴミ事実：54,931,507kg（誤）→54,931,507本（正）

なお、日本のゴミ事実、割り箸クイズにおきまして、それぞれ異なるHPのデータ
を使用したため、年代の違いから整合性を欠き、ご迷惑をおかけいたしました。あわ
せて訂正し、お詫びいたします。
※出典　http://www.minc.ne.jp/kics/kbt/winter9798/earth.html（日本のゴミ事実）

http://www.american.edu/ted/chopstik.htm（割り箸クイズ）
※参考　平成９年度（旧厚生省情報）

日本のごみ（一般廃棄物）総排出量（年）5,120万ｔ（日平均14万ｔ）
リサイクル率は11％
http://www.env.go.jp/recycle/old/h000623a.html

訂
正
・
お
詫
び

古タイヤを
回収します

処分にお困りの古タイヤを
次のとおり回収し、資源の再
利用を図ります。


